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第１１回総務文教常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成29年11月14日（火）午前10時16分 

２ 閉会日時 平成29年11月14日（火）午後１時32分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       １番 永徳 省二君   ７番 大口 浩志君  １１番 松田  勲君 

      １２番 北川 勝義君  １６番 下山 哲司君  １７番 実盛 祥五君 

      １８番 金谷 文則君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  倉迫  明君 

      教  育  長  内田 惠子君      総合政策部長  作間 正浩君 

              徳光 哲也君      総 務 部 長  前田 正之君 

      財 務 部 長  直原  平君      教 育 次 長  藤井 和彦君 

              黒田 靖之君              入矢五和夫君 

      消防本部消防長  矢部 敬史君      秘書企画課長  小引 千賀君 

              遠藤 健一君      総 務 課 長  原田 光治君 

      くらし安全課長  中川 裕敏君      財 政 課 長  藤原 義昭君 

      管 財 課 長  小坂 憲広君      税 務 課 長  末本 勝則君 

      収納対策課長  土井 常男君      教育総務課長  安本 典生君 

      学校教育課長  松井 啓子君              土井 道夫君 

              久山 勝美君              井元 官史君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  奥田 吉男君      主    事  松尾 康平君 

８ 協議事項 １）事業の進捗状況について 

       ２）その他 

９ 議事内容 別紙のとおり    

  

中央学校給食センター 
所    長 

社会教育課長兼 
スポーツ振興課長 
消 防 本 部 
消防総務課長 

熊山支所長兼 
市民生活部参与 

赤坂支所長兼 
市民生活課長 

まち・ひと・しごと 
創 生 課 長 

総合政策部参与兼 
吉井支所長  
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              午前10時16分 開会 

○委員長（北川勝義君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから第11回の総務文教常任委員会を開会いたします。 

 ９時半から東学校給食センターの研修ということで視察させていただき、大変皆さん御苦労

さんでした。関係者の皆さんにも感謝いたします。 

 それでは、開会に先立ち、市長のほうから御挨拶をいただきたいと思います。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 皆さんおはようございます。 

 本日は早い時間から第11回総務文教常任委員会を開催いただきまして、ありがとうございま

す。 

 本日は市立の東学校給食センター、先ほど視察をいただきました。その後にこの常任委員会

のほうをお願いした次第でございますが、本日の議事については平成29年度の各種の事業の進

捗状況、そして来る12月定例市議会に上程させていただく案件の説明等を予定してございま

す。御協議何とぞよろしくお願い申し上げまして、挨拶にかえさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、これから協議事項に入りたいと思います。 

 協議事項の事業の進捗状況について、総合政策部から説明願いたいと思います。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、小引課長。 

○秘書企画課長（小引千賀君） それでは、総合政策部資料１ページをごらんください。 

 12月議会にお諮りする予定の平成29年度一般会計補正予算についてでございます。 

 現在市民バス運行業務を委託しております西山・高陽南線、高陽北西・高月線につきまして

は、契約期間が平成30年３月末で完了いたします。平成30年４月から５年間の契約更新に向け

てバスや運転手の確保などの準備期間が必要となりますので、債務負担行為として3,477万

5,000円の補正をお願いするものです。 

 続きまして、１ページ下段にございます映画「種まく旅人～夢のつぎ木～」についてでござ

います。 

 岡山県内の上映結果につきまして、製作会社から提供された情報についてお知らせいたしま

す。県内では10月22日からＴＯＨＯシネマズ岡南、イオンシネマ岡山、岡山メルパ、シネマク

レール丸の内、ＭＯＶＩＸ倉敷の合わせて５館で上映されまして、動員数は計8,752人、興行

収入は1,037万4,600円とのことでした。こちらの資料にはございませんが、県外の資料につき

まして後ほど届きましたので、申しわけありません、口頭ですが申し上げさせていただきま
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す。県外につきましては合計になりますが30館、動員の人数は8,394人、興行収入につきまし

ては1,082万1,800円になります。 

○委員長（北川勝義君） 1,082万何ぼ。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 金額のほうは1,082万1,800円です。 

○委員長（北川勝義君） 1,000。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 1,800円です。よろしいでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 引き続きまして、資料にございませんが、宇野自動車株式会

社様からの申し入れにつきまして情報提供をさせていただきます。 

 参考までに宇野自動車株式会社様発行の赤磐循環バス時刻表及び路線図を添付しております

のでごらんください。 

○委員長（北川勝義君） 循環……。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 循環バスのものでございます。Ａ３で見開き縦に見ていただ

く資料になりますが、こちらの循環バスにつきまして、11月６日、宇野自動車株式会社様から

文書によって、平成20年３月に運行を開始されたものですが、運行開始以来の赤字と老朽化し

た車両の更新が困難との理由によりまして、平成30年５月31日をもちまして運行を休止したい

との御連絡がございました。市といたしましては、この申し入れを受けまして、今年度力を入

れております他の路線を含めたバスの利用促進への取り組みをさらに行うとともに、循環バス

の運行継続につきまして宇野自動車株式会社様に働きかける予定としております。 

 なお、お手元に今月発行予定の広報あかいわ12月号に掲載しております「乗って守り、育て

よう あかいわの公共交通」と題した特集記事をお配りしておりますので、後ほどごらんくだ

さい。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとわからん。どれがどうなった、どれが宇野バスのところ。

これか、赤磐循環バスというとこか。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい、そちらになります。 

○委員長（北川勝義君） どこがやめるんな。 

○秘書企画課長（小引千賀君） この全体です。宇野バスさんが運行されている。 

○委員長（北川勝義君） １、２、３、４、５番を全部やめるということか。何。 

○秘書企画課長（小引千賀君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） １便、２便、３便、４便、５便、全部やめるということか。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 全部です。この路線自体をなくしますということで御連絡が

ございました。 

○委員長（北川勝義君） それは宇野バス、いつ。 
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○秘書企画課長（小引千賀君） ５月31日をもって休止するということで文書で……。 

○委員長（北川勝義君） 平成30年の。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい。平成30年５月31日です。 

○委員長（北川勝義君） 運行休止な。はい、わかりました。 

 続いてお願いします。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） それでは、総合政策部の資料編のほうにお戻

りいただきまして、２ページをごらんください。 

 第２次赤磐市総合計画及び赤磐市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進に係る市民アンケー

トの調査の実施についてのお知らせでございます。 

 特に総合戦略につきましては５年間で重点的に進めていくというようなことがございまし

て、市民の皆さんに戦略の施策の推進についてアンケートによりまして満足度についてお聞か

せを願っておるところでございます。昨年に引き続きまして３つの重点戦略及びその中の９つ

の戦略プログラムにつきまして、現状に対する満足度及び今後の取り組みに対する必要性につ

いてアンケートを行わせていただく予定にしております。 

 アンケートの案につきましては総合政策部の資料として別添に添えさせていただいておりま

すが、基本的には例年どおりの設問にしておりまして、毎年の傾向を見させていただいており

ます。実施期間といたしましては11月中旬から12月20日までということで、3,000名を無作為

に抽出して郵送にて配付、回収をさせていただきます。 

 なお、１枚おはぐりいただきまして３ページ目には、昨年度実施いたしましたアンケートの

一部抜粋でございますが、満足度と重要度の相関図による分析ということで、例えばＡという

エリアに入るような施策ですと重要度が高く、満足度が低い重点化・見直しの領域といたしま

して、例えば雇用・勤労者対策の充実ですとか道路・交通ネットワークの整備、雇用・勤労者

対策の充実、仕事と子育ての両立などがそのような、重要度は高いんですけれども満足度が低

いというあたりの特に重点的に取り組む事業、施策のほうになっております。 

 Ｂのエリアになりますと重要度、満足度ともに高いということで、このあたりは現状維持と

いうようなことになりますが、例えば保健・医療の充実ですとか子育て支援の充実、地域ぐる

みの子育て支援、学校教育の充実などが挙げられております。 

 また、Ｃになりますと重要度が低く、満足度が高いということで、このあたりは現状維持ま

たは見直しをしていくという領域になっておりまして、歴史・文化の保存と活用ですとか子育

てに関する情報・サービス提供体制の充実、市民主体のまちづくりの推進などが挙げられてお

ります。 

 Ｄのエリアについてもごらんのとおりでございます。 
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 以上のようなことで、またアンケートのほうをさせていただきたいと思いますので、御協力

方よろしくお願いいたします。 

 それから、続きまして資料編の４ページをごらんください。 

 赤磐市の移住体験ツアーの実施についてということで状況をお知らせいたします。 

 昨年度に引き続きまして、赤磐市への移住を検討する方に移住体験ツアーを実施したいと思

っております。今年度は認定こども園の見学や家族で楽しんでいただけるゴボウ掘り体験など

を行程に取り入れておりまして、主に子育て世代をターゲットにした募集を行っていきたいと

いうことで今準備を進めております。 

 開催日時につきましては12月16日から17日で、初めての試みでございますが、リゾートハウ

スこれさとと竜天天文台のほうに宿泊をさせていただきまして、やってみたいということでご

ざいます。部屋に限りがございますので、募集人員といたしましては世帯でいうと６世帯にな

りますが、充実したツアーをやっていきたいというふうに考えております。内容につきまして

は、そこにありますとおり、土曜日、日曜日を使いましてこども園の見学ですとか、是里のゴ

ボウ掘り体験、先輩移住者との懇談ですとか、日曜日には桜が丘のほうの見学やおためし住宅

等を見ていただくというようなことを計画しております。 

 １枚おはぐりいただきまして、続きまして５ページ、６ページをごらんください。 

 現在市のほうでは、瀬戸高等学校との地域課題解決に向けた取り組みについて進めておりま

す。これは昨年度から取り組みを始めたものでございますが、瀬戸高等学校の１年生の方に

我々市の職員が出向いてまいりまして、地域の課題などを紹介し、そして学生たちがみずから

地域のことについて調べ、何か自分たちで地域社会に貢献できないかということで取り組みを

していただくということで、昨年度になりますが、ことしの２月に初めてグループに分かれ

て、この２番のところにあります地域振興関係者を囲む会というところで、私ども10名参加を

いたしまして、出身中学校別にグループに分かれられまして、それぞれに研究をし、それから

自分たちで何ができるかということを検討されまして、３月から８月にかけてグループごとに

地元のほうへ出向いて清掃活動や小中学校での学習支援などを行われております。 

 ６ページの上段にございますように、先日10月26日にその報告会と、またこれはもう２年生

になっておりますので、報告会をされまして、その後今の新しい１年生の方にまた新しく赤磐

市のことを学んでいただくということで座談会をさせていただきました。中下段でございま

す。あさって11月16日にまた改めまして、本年度は出身中学校にかかわらず瀬戸高等学校の新

１年生、現在160人いらっしゃいます、そのうち赤磐市の出身の子供さんが56人なんですが、

今年度につきましてはこの160人の生徒さん全員がまず赤磐市のことを学んで、そしてまたお

住まいの地域のことにも関心を持ってもらうというようなアプローチをしていこうということ

で、今回は赤磐市の課題を取り上げて勉強していただくと。これが市にとっても、やがて巣立

っていき、あるいは県外へ出ていかれるかもしれませんが、ふるさと赤磐市の地元郷土愛を育
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み、また帰ってきていただく若者を、人材育成という観点で大いに意義があることだと思って

おります。 

 次の７ページ、８ページをごらんいただきますと、昨年度から始めまして現在２年生になっ

ておられる生徒さんたちが地域でどのような活動をされたかということで出ております。 

 まず、代表グループがステージ発表された中で３番にあかいわ映画祭り、こちらのほうにボ

ランティアスタッフとして参加をしていただきました。それから、８ページのほうに、上段の

ほうから⑥番からですけど、赤磐市内のブドウのことを学んでＰＲするためのパンフレットを

つくられたり、桃のＰＲですとか、それから赤磐市の児童支援ということで山陽東小学校への

学習支援、それから赤磐市立中央図書館の清掃、10番目としましては花火大会の片づけや磐梨

中学校、赤坂中学校の学習支援などの貢献活動に取り組んでいただきました。 

 総合政策部からは以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） はい、ありがとうございました。 

 総合政策部のほうが終わりました。 

 皆さんにお諮りします。 

 各部ごとで説明いただいて質問を受けたいと思います。それでよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、そのようにさせていただきます。 

 それでは、総合政策部が終わりましたので、総合政策部についての質問がありましたらお願

いしたいと思います。 

 ちょっと、ねんじゃったら僕から先に言う。 

 「種まく旅人」のことで説明があって、1,082万1,800円じゃから、数としたら8,394人、こ

れは全国の全部入れた分ですね、これ。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 今お尋ねいただきました1,082万1,800円というのは岡山県外

……。 

○委員長（北川勝義君） 30カ所は何じゃったん。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 岡山県外の映画館の数です。 

○委員長（北川勝義君） 岡山県内、この10というのは何。動員数、５館というのは、上映館

というのは。 

○秘書企画課長（小引千賀君） ５館というのは岡山県内になりますので……。 

○委員長（北川勝義君） 30館というのは何。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 30館は県外です。 

○委員長（北川勝義君） 県外が8,394人じゃろ。 
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○秘書企画課長（小引千賀君） はい、そうです。 

○委員長（北川勝義君） それが1,082万1,800円じゃと言うたんじゃねん。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい。今のを合わせますと、そちらの資料のほうにございま

すのが、岡山県内の状況で……。 

○委員長（北川勝義君） じゃあから、よう最後まで聞いてん。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい。申しわけありません。 

○委員長（北川勝義君） １、２、３が岡山県内だけじゃろ。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい。 

○委員長（北川勝義君） せえで、30カ所というて口頭で言うてくれた30カ所は県外じゃと言

うたんじゃろ。 

○秘書企画課長（小引千賀君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） この県外は県外だけで30カ所、足しゃえんじゃな。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい、そうしていただけますか。 

○委員長（北川勝義君） 8,700人を足しゃええわけじゃな。1,000万円も足しゃ、2,100万円

ほどが興行収入というこっちゃな。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい、そうです。 

○委員長（北川勝義君） 大したことはなかったんじゃな。まあ、わかった。大したことはね

えはそれ失礼な言い方じゃ。ほんま大したことねえなと思って。これはもうどっこも上映はや

ってねんかな。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 現在、上映は終了しております。 

○委員長（北川勝義君） というのは、何でこういうことを言ようるというたら、たしか松田

委員じゃったかな、「種まく旅人」の映画があるって、前回のがあるというて、たしか岡山で

見られたと言うたときに、大分こっちがするようになってからじゃったと思うたが、期間が。

そう思うたら、これまだもうちょっと。岡山で今度は次をやるけん上映やったんかもしれんけ

ど、どっかそねえなんはねんかな。わかる、質問がわかっとん、今言ようること。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい、今全国的な上映というのは終了してるんですけれど

も、ほかの機会で上映するようなものはないかどうかということでよろしいですか。 

○委員長（北川勝義君） そういう意味で言ようるんでもあるんじゃけど。前やったのが、淡

路でタマネギのやって、それやってきて、九州でやって、今度は赤磐で、岡山でやるというこ

とで、そういうことを踏まえてロケしょうるからということで、ずっとこうやったというん。

次の４回目のロケが決まったり何かねんかということを。もしあったら、そういうことを赤磐

のもしてもらえるんじゃねえかなと「種まく旅人」というのを聞きたかったわけ。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい、わかりました。第４作目の予定は今のところないとい

うふうに伺っております。これで終わりというふうには伺っていないので。 



- 8 - 

○委員長（北川勝義君） いやいや、終わりと伺っていない、４作目は決まってねえというこ

とやろ。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい、そうです。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。よろしいです。 

 それから、さっきの、簡単に言われたんじゃけど、赤磐市のバスが１便から５便までがのう

なると、宇野バスが平成30年５月から１便から５便が全てがのうなるというて、これはもうど

んなんじゃろうか、ネオポリスだけを回りょうるからネオポリスはええんじゃということか、

どういうことで。結果的にはネオポリス行かんけど、下の医師会病院とか、イズミから医師会

病院へ行きょうたとこの下のとこじゃな、やりょうたんが、交通の足が交通弱者はのうなる。

これどう考えられとん、市長。市長というんか。なるんじゃというて、これから考えていくん

かな。何を言わんとしとるか。情報で５月にのうなるというのはええんじゃ。30年５月31日に

のうなるんじゃったら、これからここの総合政策部がどのようにしていくんならという。い

や、もうええんじゃと、もう要らんけんやめるんじゃと、これで終わりじゃというんか、ここ

を新しゅうさせていくんじゃとか、どうするんじゃとかということがあるんですかということ

を聞きたかった。そういう意味です。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○秘書企画課長（小引千賀君） こちらの路線図をごらんいただきまして、上の野間のあたり

から市役所のあたりまで別の路線が今運行をしております。松木・下市線といいますが、そち

らの幹線の道路につきましては現在も運行ございまして、宇野バスさんのほうにつきましても

そのままその路線を継続されますので。循環バスといってネオポリスの中ですとか山陽団地の

中をぐるぐる回られるような路線だけを廃止するというふうに伺ってるんですが、赤字という

ことで……。 

○委員長（北川勝義君） 違うがな、イズミから行くようになっとるがな。これは違うんか

な、これがのうなると言うたんじゃねんかな、赤磐循環バスが。イズミから行って、白十字の

ところを通って……。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 赤い路線と青い路線がございますが……。 

○委員長（北川勝義君） どっちな青い路線か。 

○秘書企画課長（小引千賀君） どちらも廃止ということでございます。 

○委員長（北川勝義君） ３便、４便が赤い路線じゃろ。 

○委員（松田 勲君） ３便、４便は……。 

○秘書企画課長（小引千賀君） ３便と４便は時刻が変更されていた……。 

○委員長（北川勝義君） 赤い路線と青い路線がありますと言うて、赤い路線と青い路線は何

なあ。フリー乗降のために乗れるというて点線……。 
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○委員（松田 勲君） 行きと帰り。 

○委員長（北川勝義君） 行きと帰りということかな、これは。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 行きと帰りになります。 

○委員長（北川勝義君） 循環って行きと帰りねえけど、行きと帰りというそういう意味か

な。じゃったら、これがのうなるということは、じゃけイズミからのうなるがなということを

言よんじゃ。 

○委員（松田 勲君） イズミは今……。 

○委員長（北川勝義君） ほかの路線があるけど、この路線がのうなるがなというて言よんじ

ゃ。 

○秘書企画課長（小引千賀君） この路線については廃止になります。 

○委員長（北川勝義君） 野間まで行きょうるけどそれはもう野間まで行かんから、ほかのバ

スが行きょうるけええということじゃ。僕、聞いたが今。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい、そうです。 

○委員長（北川勝義君） そんなことを聞きょうりゃへん。僕が聞いたのは、この循環バスの

路線がネオポリスの中の、名前出したら、澤議員がおらんけん、澤議員やこうというたら赤磐

市の半分はここじゃ、吉井は10分の１じゃと言うて、こんだけのところ、半分のところの路線

をのうしてええんかということを聞きょんじゃ。何か方針はねんかというて。ただ言われて。

よう聞いてよ、課長。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 市長も副市長も。こういう路線がのうなりますよというたら、やっ

ぱり市民の足が確保できていくんが不自由になるわけじゃろ。赤字とか黒字とかという話は別

で、そうなったときに、便数が減るとかどうなるかわからん、５便行けるか、３便行けるか、

赤磐市としてはどのような対策をこれから立てようとしょんならということを聞きょんじゃ。

ほかの便があるけええんじゃったらそれでええがな。今ほかの便も野間まで行きょんのがあり

ますからというて。ほかの便じゃのうて、循環しょんがなかったら困るんじゃねんか、山陽団

地が半分から３分の１おって、それだけの困るんじゃねんかということを、それを僕は言よう

るわけじゃ。そしたら、僕は市長か副市長に答えてもらいてえと思うたら、あなたが答えると

言うから、部長でもええ、課長が答えると言うから。野間まで行きょうる、そげえなことはわ

かっとら、ほかのバスが行きょんのは、熊山へ行きょんのはわかっとんよ。どうするんならと

言うたん。ネオポリスの中はもうええんじゃな、これから。 

○委員（下山哲司君） 委員長、ちょっと関連、ちょっとええ。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 循環バスというのは試行運転を３年か何かするというて言うた分とは

違うん。もしそれがそうなんなら、説明の仕方が悪いんじゃねんかと思うんじゃけど。認識が
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まぜこぜになるが、話を聞きょうたら。３年間か何か運転して、ええげにいったら継続する

し、おえなんだらやめると言うた分なんか、それが一緒なんか、その辺。 

○委員長（北川勝義君） 宇野バスが試験運行やこするもんか。 

○委員（下山哲司君） 始めたときの説明がそうじゃった。その期間を引いて、継続してやり

ょうたんか、それともその今期間が来たんか、その辺だけきちっと説明してくだせえ。 

○委員長（北川勝義君） 確認。そういうことかな。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） どういうことで。はい。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 平成20年３月に運行開始された後、継続して今まで運行を続

けられていらっしゃいました。 

○委員長（北川勝義君） 下山さん、試験運行したというて、試験運行かというて聞きょんじ

ゃがな。宇野バスが試験運行できるんか。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 試験運行ではございません。 

○委員長（北川勝義君） ほな違うがな。試験運行じゃと言うけん、試験運行じゃったら、試

験運行じゃねえ、試験運行とは違うんじゃと、今言ようる意図が全然違うが。試験運行と違お

う。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 最初試験運行をして、試験運行でやれるようなら継続してやるという

ことになっとって20年に継続したんか、それは。 

○委員長（北川勝義君） 20年試験運転しょん。 

○委員（下山哲司君） いや、今言よん。 

○委員長（北川勝義君） 20年試験運転じゃろ。 

○委員（下山哲司君） 20年が試験運転。いや、じゃから継続になって何年やって、それで今

度はここで採算が合わんからやめるんじゃというんか、その辺の説明をしてもらわにゃ、今ま

でしてきた流れの話から全然違うてくるが。 

○委員長（北川勝義君） 流れとか、試験運転ということ自体がおかしいんじゃ。宇野バスが

試験運転やこうするもんか。 

○委員（下山哲司君） その辺をきちっと説明してください。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 宇野自動車株式会社様がどういった経緯で運行を開始された

かというのはわかりかねるんですけど、平成20年３月に運行を開始されたというふうに伺って

おります。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと確認してくれ。 

○秘書企画課長（小引千賀君） はい。 
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○委員長（北川勝義君） 暫時休憩するけ。 

 松田委員。 

○委員（松田 勲君） たしか最初は、合併当時は福祉バスとして回ってたと思います、ネオ

ポリスから山陽団地をぐるぐる。それを途中で宇野バスさんがやらせてくれという提案があっ

て、福祉バスを廃止してこの路線ができたと思うんです。そういう経緯が平成20年のときにあ

ったと思うんです。僕が心配しとんのは、ネオポリスの方が特に足王温泉に……。 

○委員長（北川勝義君） 松田さん、質問は。まあええわ。とめんわ、言われ。 

○委員（松田 勲君） 足王温泉をぐるぐる回ってたのがなくなって、これが今途中で、足王

温泉、社協かどこかが出しているとは思うんですけど、そういった不便があるというのはずっ

とあったんです。委員長が言われようたんだけど、心配なのは全くそういう路線がなくなった

ら、そういったことも考慮した市のバスを出すんかどうかという部分が心配なんですけど。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと松田さん、ええか。 

 暫時休憩します。 

              午前10時43分 休憩 

              午前10時58分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 小引課長。 

○秘書企画課長（小引千賀君） 先ほどのお尋ねいただきました件につきまして御説明させて

いただきます。 

 福祉巡回バスにつきましては、社会福祉協議会が平成11年度から運行されておりまして、平

成20年３月まで運行されておりました。そのときに、先ほどおっしゃられておられましたよう

に、宇野自動車様のほうが今巡回路線のほう運行されておりますその路線をしたいということ

で運行され始めましたので、残りの路線につきましては先ほど補正予算のほうで説明をさせて

いただきました山陽の路線のほうへ振りかえをさせていただいて、市のほうが運行を継続させ

ていただいたという経緯がございます。 

○委員長（北川勝義君） だからどうしたん。それが、経緯があるんじゃ、それを言わにゃ、

ここでのうなったらどうするんならという話をしょん。まあ、削除、ちょっと言う。・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・せえでもネオポリスの足の本当に不自由な東や西

の人は困るが。そこらを考えなんだら、これに今すぐ即答せえというのは市長できんと思うけ

ど、今作間部長が言うた交通会議もかけにゃおえんし、いろんなことがあるんで、要望に応え

るようにしてあげてください。今よりようせえとか言わんけど、便数は減るんじゃろうけど、

こうなりゃ。前しょうたんが２回かな、２回回りょうたんかな。前、覚えてねえ。 
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○委員（下山哲司君） ぐるぐるぐるぐるずっと回りょうた。たしか。 

○委員長（北川勝義君） ２回じゃのうて、ずっと回りょうたんかな。 

○委員（松田 勲君） ずっと回っとった。 

○委員（下山哲司君） ぐるぐるぐるぐる一日中回りょうったんじゃと思う。 

○委員（松田 勲君） バスは１台でしょ。 

○委員長（北川勝義君） 何にしても、社協がするというても赤磐市がしょうるこっちゃか

ら、結論的には。 

○委員（下山哲司君） 社協がしたって銭は全部赤磐市じゃ。 

○委員長（北川勝義君） じゃけ赤磐市じゃ言よんじゃ。その金が要らんようになるけえとい

う話もしたからな。じゃあけど、今度は遠藤課長、そこをまたせんから、宇野バスがやめまし

たよと。ほんなら社協でもええわ、赤磐市が福祉バスすぐ行くというようなことはできんのん

じゃろ。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） そうです。先ほどちょっと申し上げましたよ

うに、交通空白地域とか時間帯ということにならんと市町村有償運送っていうのは今認可され

ませんので、おっしゃられたように昔合併した当時は社会福祉協議会のほうで足王温泉を中心

に日に四、五便ずっと市内を回っておりました。これを宇野バスが循環バスをやるということ

で……。 

○委員長（北川勝義君） 今度社協でもできんのんか。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） そうです。同じです。やっぱりそれは……。 

○委員長（北川勝義君） ほんなら路線を廃止してもらわにゃおえんということじゃな、宇野

バス。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 結局、利用料が発生するということになりま

すと……。 

○委員長（北川勝義君） 宇野バスが返してくれにゃおえんわけじゃな。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） そういうことになります。ただ、宇野バスが

今の循環バスで走っているメーンの路線というのは通常の宇野バスの路線になっておりますの

で、その枝葉のあたりを市としてどういうふうにフォローしていくんかっていうところが中心

にはなってくるのが公共交通の肝ではありますとは思っています。 

○委員長（北川勝義君） 作間部長、今言ようる話じゃねえけど、松田さんが言ようるネオポ

リスの東じゃとか、東やこう行ったら本当に広えが、ずっと行けるのがようなると思うから、

市長、そういうことも一緒に考えてもろうてしてもらいてえけどな。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） 済いません。ちょっと整理をさせてください。 
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 この宇野バスから循環バスを廃止という意思を表明されたのが、文書で通知を受けましたの

が11月６日でございます。１週間少々しかたっていないというのが現状で、それに伴って市の

ほうとしてどういう対応をしていくのかという議論はしてまいりました。残念ながら、廃止を

前提に廃止した後どうするという議論には至っておりません。今私たちができることをきちっ

とやろうじゃないかということで、今の方針を申し上げますと、宇野バスのほうから文書で廃

止の通知があったので、文書でもって廃止を考え直すような要請をさせていただくということ

が第一でございます。そして、もう１つには、利用者が極めて少ないということが１つの理由

に挙げられている以上、市民に対しては利用を促進していただくようにこれを呼びかけていく

ことを、残された半年の間にどれだけできるかわかりませんが、最大限の努力をしていこうと

いうところを方針として決定している次第です。 

 そして、この議会へも協議、相談をしながら、その次の手だてというのはこれから考えてい

くべきものと考えておりますので、その際には常任委員会の皆様にもさまざまな御意見、アイ

デアをお出しいただければと思っております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 総合政策部のこの中に出てねんじゃけど、ちょっと出てねえことを

よろしいか。聞きてえことがある。 

 先言うわ、ある。実はこれのアンケートのことじゃけど、ええアンケートじゃなと思うて見

させてもろうて言よんじゃけど。前、2,800件で46.5％の1,304件か、約50％、46％で、このく

れえじゃったらええんじゃええんじゃというて言うんじゃけど、あんたら初めから50％返った

らええんじゃと思うて調査しょんかなと思うてな、考え方が。大学の先生がこう言うたんじゃ

と言うけん、大学の先生がこう言おうとアンケートを100出したら100返ってくるんが当たり前

じゃと思うて、僕はそう思よんじゃけど。それは不可能なことかも。せえで、今回回収率、

3,000人出してどのくれえを思よんですか、それを教えてください。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長の御指摘のとおり、なかなかアンケー

トというのは、一つの目安といいますか目標というのが50％程度というのが現実でございま

す。内容によりましては、興味、関心を呼ぶことができず、残念ながらもっと低いアンケート

もございます。幸いなことに50％程度が目標ということには、この市民アンケートについては

お答えを、市民の方に興味を持っていただいているのでというところが今の現状でございま

す。できますれば何か策を講じてもっと回収率を上げたいとは常々考えてはおりますが、現状

ではそういうことでございます。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとこのアンケートというのは、アンケートは悪いことはねん

じゃけど、何かこういうことは失礼な、アンケートの設問じゃ、設問が悪いんかなと思うて。
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関心を持ったことを、例えば僕は知らんけど、よう見たことも、ＡＫＢでも、あねえなんでも

だっとこう出ていくんじゃったら、あれについてはでえれえ書く者もおるが、僕は書かんけ

ど、おるんかもしれんのんじゃけど。例えばそういうなんもあるんかな、そうでもねんかな。

そうでもねえ、あんたらがあるとは言えれんわな、ねえわな、それは。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） できるだけ多くの方に答えていただきたいの

で、例えばノベルティーとして、例えばですけどボールペンの１本も同封させていただいた

り、そういうふうなことをさせていただいたり、あるいははがきの回答日が、締め切りが近づ

きましたらはがきを１枚送らせていただきまして、ありがとうございました、ひょっともしま

だ答えていない方がおられましたらぜひよろしくお願いしますというようなことをやって、今

こんなもんですっていうところが現状なんです。 

○委員長（北川勝義君） 何でこういうことを言ようるというたら、議会報告会で最初のとき

はものすげえすばらしい、こりゃ報告会もっと数をふやしてやらにゃいけんと思うて感心し

た。ネオポリスの方々でも本当に感心した。あとは選挙絡みに係るようなこと、ナンセンスじ

ゃなというて、誰がしてもできもせんようなことを、こけえ日本国政府を持ってこい、つくれ

というんと同じぐれえなやけくそな話を、やけくそそこまで言わんけど、言われるんで、何ぼ

市長候補の落選されたけど、澤さんあなた、澤さんがおってもできんというて僕は言い切った

んじゃけど。できんと言うたらできんできんと言うなと言うた。 

 その中で・・・・・か何か、名前出さん、また削除して。・・・・・がアンケートしてどう

しようかというて、アンケートも配ってあげてくれ、せっかくじゃけんっていうて配ってもろ

うてしたときに、僕はえかったなと思うて、いろいろ書いてきて、学校教育やこうのことは一

生懸命書かれとったから、そういう人にそういう学校教育やこうの書類が行きゃあええんじゃ

けど、そういう人らには行かん場合があらな、悲しいかな。関心のねえ者に来ても書かんけ

ん。何か3,000人の無作為に選ぶというんがあろう。無作為じゃねえとおえんのんじゃろうけ

ど、学校関係者じゃとか町内会長とか元町内会長とか指導員しょうるとか、せえから学童支援

で交通の見てくれようる人じゃとか、学校の関係にある。それから、スポーツ振興というたら

スポーツの、今あるが、体育指導員しょうるとか、卓球クラブでもバレークラブでもそういう

代表の世話をしょうるとか。3,000人全部そういうんじゃねんよ。2,000人ぐらいは無作為にす

りゃええけど、あと500人とか何人ぐれえはそういう人のを出してあげてくれりゃ、議会の中

でいうたら議会だよりで議長とか副議長だけ出すとか、例えばで。そしたら回答がしやすうな

るんかな、商工会とかというの、ちょっと難しいんじゃけど、もう遅えんかもしれんけど、そ

ういうなんをすりゃ何かふえそうなとちょっと要らんことを思うたんじゃ。 

 それで、ボールペンの１本でもそりゃやらにゃあ、あねえなふるさとまつりぐれえなときに
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風船あげるときはありゃええアイデアで、あのときに風船を子供に、来た者にみんなアンケー

ト書けと言うたらみんな書くで、そりゃ。風船が欲しいというんじゃねえけど、ちょっと楽し

みが、何か持たにゃいけんのかなと思うて。ボールペンがええかどうかわからんのじゃけど、

何かでもしてあげたほうが。それから、締め切りの１週間か10日前にはがきを出してあげるの

はええことかもしれんわな、何ぼか費用が要るこっちゃけど。防災無線出しても聞こえんもん

な、聞きょうらんし、時間帯が悪いけん。そこを今ちょっと。 

○議長（金谷文則君） Ｊ－ＡＬＥＲＴが鳴ったのみんな気がついてないん。 

○委員長（北川勝義君） あったか。 

○議長（金谷文則君） あったよ。さっき鳴ったのがＪ－ＡＬＥＲＴじゃったから。 

○委員長（北川勝義君） あ、そう。 

○議長（金谷文則君） それが聞こえんようなら、こん中の会議で聞こえんような状態じゃあ

やっぱり……。 

○委員長（北川勝義君） 意味ねえわな。 

○議長（金谷文則君） 問題があるよね。 

○委員長（北川勝義君） そう。あったん。 

○委員（下山哲司君） ちょっと、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） その他で聞こうと思ようたんじゃけど、アンケートの件になったから

言うんじゃけど、空き家アンケートはどこが出したん。 

○委員長（北川勝義君） 遠藤課長のとこじゃろ。 

○委員（下山哲司君） よろしい。どういうことかというたら……。 

○委員（松田 勲君） 産業建設。 

○委員（下山哲司君） 建設か。じゃけど、アンケートじゃからちょっと……。 

○委員長（北川勝義君） 聞きゃあええ、言やあええ。 

○委員（下山哲司君） 住んどる家へ空き家アンケートを出しとる。もうちょっとしっかりし

てよ、きのう怒られたが。 

○委員長（北川勝義君） 住んどる家へや。 

○委員（下山哲司君） 住んどる家へ空き家アンケート出して。というんが、持ち主と住んど

る人が違う家があるが。そしたら、住所を持ってこれん状態で住んどる人がおるわけじゃ。別

に違反じゃねえわけじゃから。奈良の町会議員やこう大阪おる人が区長して、後援会長しょう

る。せえでも通るんじゃから。じゃから住んどる人が親戚のとこに住んどる、持ち主で。住ん

どって、哲っちゃん、住んどるのに空き家アンケートが来たんじゃけどごみ箱に捨ててえたか

らよと言われた。そりゃまあいうて断りしたんじゃけど、うちの親戚の親戚になるんじゃけ

ど。ちょっと慎重にやってもらわにゃ。 
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○議長（金谷文則君） 税金やこ払うとんじゃねん。 

○委員（下山哲司君） 税金は持ち主が払ようら。じゃけん、ちょっと慎重にやってもらわん

と、空き家というのが全部空き家じゃねんじゃから、地区の区長さんに確認とるとかしてやっ

てもらわにゃ。住んどるところへ空き家アンケートを送っちゃおえんで。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 所管委員会が違いますのできちんとしたお答

えができかねるので恐縮なんですけれど、せんだっての空き家の所有者等の意向調査というこ

とで、私どものほうも空き家バンクの関係があったりしますので、ちょっと資料をもらってお

ります。一応昨年度から都市計画のほうで目視でありますとか外観などのそういう判定で空き

家ではないかという物件をずっと調査をされまして、その方々に一律にアンケートを送らせて

いただいたということで、下山委員がおっしゃられたように相当にいろいろと……。 

○委員長（北川勝義君） 遠藤課長、送ったところが違うんじゃけ、市長でもええし、総合政

策部長でも、委員会でこういう話が出たんで、産業建設のほうにぴちっと今下山さんが言うた

ことがあったんで、それを……。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 伝えます。 

○委員長（北川勝義君） 伝えてください。そういうことで。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） はい。わかりました、伝えますので。ありが

とうございました。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○委員（松田 勲君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） さっきのアンケートの件なんですけど、僕も委員長言われるようにノ

ベルティーを何かつけるなりしないと、普通の民間のアンケートは必ずあるので、そういった

ことも考えていかないとと思うんですけど。 

 実はこの前、うちのおじいちゃんのほうにも来とったんですけど、見たら、過ぎた後に僕見

たもんで、ちょっとありゃもう過ぎとるがなと言うたんですけど。どうして書かなんだと言う

たら、もう見ただけで書きとうのうなったと言うて、何か項目が多過ぎる。この前秋にやった

アンケート、この前出たあの分です。項目が多過ぎてお年寄りにはちょっと、こりゃちょっと

途中で面倒くさくなってやめるようなアンケートの内容だったように思うんです。ちょっと選

択肢が多過ぎて。もうちょっとどういった人をターゲットにというんが難しいんかもわからん

けど、どういった人でもある程度書けるようなアンケートにされたらいいんじゃないかなとい

う、もうちょっとわかりやすくて。あとノベルティーをつけるのと。せっかく今報告の中に高

校生、瀬戸高の話があったんですけど、そういった若い方の声も総合計画だったら絶対聞かに
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ゃいけんと思うんですけど、そういった高校に行って、出向いてるんじゃったらそういったと

ころでまたアンケートをとるとか。あと成人式です。成人式、せっかく20歳の子があんなに毎

年集まってんのに、ほとんどの方が出ていかれるわけでしょ、もったいないなと思って。20歳

になった記念にちょっとアンケートをとってもらうとか、短時間でも書けるようなアンケー

ト、どうしても聞きたいことを集約してアンケートにしていくとか。そういった中で総合計画

をしていかないと、通常送ってこられたらその世帯主の方が書かれると思うんですけど、偏る

と思うんです。家族と一緒になって書くということはまずないと思うんで。だから、そういっ

たことも含めて、いろんなとこでアンケートをとりながら総合計画に生かしていかないと偏っ

た計画になるんじゃないかと思うんですけど、どんなでしょうか。 

○副委員長（永徳省二君） 答弁願います。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） はい、副委員長。 

○副委員長（永徳省二君） 遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） ありがとうございます。 

 大変参考になる御意見をいただいたと思っております。無作為で選ぶのはどうしても若い方

から高齢の方まで意見を聞かなければならないということもございますが、一方そういう若い

方、あるいは市に何かの形で、先ほど委員長がおっしゃってくださった役を持っておられるよ

うな方、そういうな方に特に御意見を聞いていくというようなことも方法としては大変ありだ

と思っておりますので、今後参考にさせていただきたいと思います。ありがとうございまし

た。 

○委員長（北川勝義君） はい、永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） ４ページの移住体験ツアーの実施の件なんですけど、まずこれ参

加費用というのがかかるのかどうか、それから宿泊されるようなんで宿泊費用がかかるのかど

うか、それから恐らくそうなってくると食事がずっと伴ってくると思うんですが、食事はどう

なるのかというところをちょっとお答えお願いします。 

○委員長（北川勝義君） 遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 済いません。金額のことを明記しておりませ

ん。失念しておりました。申しわけございません。今回のツアーでは、大体どちらの市町村で

もこういう移住体験のツアーっていうのは少額を参加費という形でいただくというのが通常で

ございます。今回は宿泊もございますので、大人の方で3,000円、子供さんで1,500円に設定を

させていただいております。永徳副委員長がおっしゃったように、その中に宿泊とそれから道

中のお食事が全て入っているということになっております。 

○副委員長（永徳省二君） ありがとうございます。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 他にありませんか。 
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              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、これで総合政策部を終わりたいと思います。 

 総合政策部を終わるんですけど、お願いしとくのは、これから市民の足に係ることがあるん

でぜひ早急に検討されて、宇野バスのこと、さっきのことじゃわからんと思うんで、今後聞い

ていただいて、市の方針とかいろいろして、交通会議というのもありましょうけど、若干とい

うたら言い方が悪いですけど、足が確保できるように交通弱者のことも考えてやってくださ

い。 

 以上です。 

 それでは、総務部の説明をお願いします。 

○総務課長（原田光治君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○総務課長（原田光治君） それでは、総務部の資料の１ページをごらんください。 

 総務課からは条例改正２件と補正予算を予定しております。 

 条例改正の１つ目が赤磐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の改正でして、これは児童

福祉法の改正に伴います字句、あと引用条項の整備をするものです。 

 ２つ目の赤磐市職員の育児休業等に関する条例の改正、こちらのほうも児童福祉法の改正に

伴う字句、条項整理、また地方公務員の育児休業等に関する法律等が改正されましたことに伴

いまして非常勤職員に対する育児休暇の拡充ですとか、あと保育園等申し込んでいますけども

入所できない場合に育休の再取得が可能になるなどの条項が盛り込まれたものとなっておりま

す。 

 続きまして、(3)の平成29年度赤磐市一般会計補正予算（第５号）につきましてですけど

も、職員人件費のほうがこの12月の補正で人事異動に伴う補正をさせていただいております。

全会計で9,248万8,000円の減額、一般会計分としては9,396万円の減額。総務管理費では、前

年度予算計上時に予定しておりませんでした職員派遣と、あと育児休暇の関係で3,555万

6,000円の増額を予定しております。 

 ページ変わりまして２ページをごらんください。 

 住民情報システム運営管理事業の補正がございまして、こちら社会保障・税番号制度いわゆ

るマイナンバー制度にかかわります法改正に伴いましてシステム改修の補正を計上させていた

だいております。 

 総務省関連ではマイナンバーカード、住民票等へ旧姓の記載を追加するためのシステム改

修、厚生労働省関連では情報連携を行うためのデータのレイアウト、仕様が変更になることに

伴います改修、それから（イ）のほうは市単独のものですけども、子ども医療費助成が次年度

から償還給付から現物給付に変更されることに伴いましてシステムの改修費用を計上させてい

ただく予定です。 
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 予算額としましては、その下、歳出のほうは全体で644万9,000円の増額、歳入ではマイナン

バー関連の改修費用の歳入になりまして454万7,000円の歳入でございます。 

 内容の２つ目は、（ウ）マイナンバーの通知カード・個人番号カードの交付手数料、こちら

10分の10で国から入ったものをそのまま交付関連事務をしていますＪ－ＬＩＳのほうに払うた

めのお金になっております。歳出として850万6,000円、歳入で同額のほうを計上の予定をして

おります。 

 総務課分は以上です。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、中川課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 続きまして、３ページをお願いいたします。 

 くらし安全課からまず(1)番、赤磐市大規模災害被災地支援に関する条例の制定について説

明をいたします。 

 目的につきましては、大規模な災害に見舞われた地域に対し支援を行うとともに、被災地の

災害応急対策などを行い、市民の共助意識の高揚に資することを目的とするために条例を制定

しようとするものです。内容としましては、被災地への物資の支援や防災資機材などの供与を

行うとともに、支援活動に従事する職員の派遣を行い、支援を行うときには被災地支援協定を

締結しております団体に対しまして連携した支援を行うことを要請することができるようにす

るものです。 

 (2)としまして、補正予算について説明いたします。 

 まず、①交通安全対策事業ですが、カーブミラーの修繕費用を計上予定です。カーブミラー

修繕には老朽化による柱の腐食や鏡面の曇りがあり、その都度修繕を行っておりますが、それ

以外に交通事故などにより破損することがあり、それにつきましては事故を起こした原因者に

修繕をしてもらうのが本来ですが、今年度当て逃げによります破損が例年以上にありまして、

修繕料が不足するということで補正をお願いするものです。74万6,000円を計上予定にしてお

ります。 

 ②の避難所設置促進事業についてですが、福祉避難所の設置、運営体制訓練実施への県補助

金を歳入のみ計上予定です。これは10月29日に行いました訓練に対してで、歳出につきまして

は当初より計上しておりましたが、県と協議の結果、８月末に補助金の決定がありましたの

で、ここで補正をするものです。事業費30万円余りに対しまして、歳入30万円を計上予定でご

ざいます。 

 続きまして、最後にチラシをつけておりますあかいわキラリ★安全フェスティバルについて

ですが、11月23日木曜日、勤労感謝の日の正午から山陽ふれあい公園で「守りたい、大切な

命」をテーマとして行います。くらし安全課では交通安全、防犯、消費生活、防災についての

出前講座を各地区に出向いて行っておりますが、その全ての集大成となるフェスティバルです
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のでぜひとも御来場いただけたらと思いますので、よろしくお願いします。 

 それと、先ほどＪ－ＡＬＥＲＴのお話が出ましたので少し説明させていただきますが、今回

のＪ－ＡＬＥＲＴ、全国瞬時警報システムの放送につきましては国民保護に関するもので、い

わゆる北朝鮮、大規模テロなどについての放送の訓練でございました。これは今回県のほうで

行うのみで、いわゆる国からの緊急速報メールの送信は行わないということで、携帯であると

かというところには鳴ってはおりません。赤磐市においては防災行政無線、ラッパと戸別受信

機について鳴っているということで、この庁舎内でも戸別受信機を置いているところでは今回

鳴っているかどうかという訓練を行っております。また、この３階におきましては監査事務局

と議会事務局の部屋に置いてあるのみで、そこではその音が多分鳴っていたんではないかと思

われます。これと同じ訓練が緊急地震速報につきましては11月１日に行われまして、赤磐市で

はちゃんと鳴っていたということが確認できております。 

 以上、総務部からの説明でございます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 総務部から説明が終わりました。 

 皆さん何か質問はありますか。 

 ちょっと質問じゃねえけど、人事院勧告はどねえなるんかな。 

 はい、原田課長。 

○総務課長（原田光治君） 人勧は今臨時国会のほうで審議中でして、成立の見込みとなって

おりますけども、時期的に微妙ということもございまして、現段階では当市としましては３月

で条例改正を行うような予定を……。 

○委員長（北川勝義君） ３月でええん。 

○総務課長（原田光治君） はい、考えております。 

○委員長（北川勝義君） 12月じゃなくても、ここじゃのうてもええん。いや、ここでするん

かなとちょっと思ようて、出てねえから。人事院勧告を実施すると言ようるから、上げるとい

うんじゃから、ここでやっとかにゃいけんのんかなと。新聞やこうで、国ができたとか人勧が

できたという話じゃのうて、どんなんかなと思うて。３月で間に合うということじゃな、予算

があるから。 

○総務課長（原田光治君） はい、間に合います。 

○委員長（北川勝義君） 内容的なこともええということか。 

○総務課長（原田光治君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 中が、パーセントが、率が違うが、変わってくるが。 

○総務課長（原田光治君） はい。 

○委員長（北川勝義君） それもええわけか。 

○総務課長（原田光治君） 大丈夫です。 
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○委員長（北川勝義君） それはしとかにゃおえんのんじゃねん、予算は、金額は別として。

さかのぼってするということか。 

○総務課長（原田光治君） はい、そうです。 

○委員長（北川勝義君） まあええわ。 

 それからもう１点、赤磐市の育児休暇じゃ、勤務時間とか休暇はええんじゃけど、育休やこ

う伴うて一般会計が職員人事の給料、手当いろいろあるんかもしれん。赤磐市の職員だけじゃ

のうて、保育所も学校も皆一緒じゃと思うんじゃけど、これ、こういうことを言うたらおかし

いけど、産休になって育休をとるというたりするのは初めからわかりょんじゃねん。わからん

のんかな。僕は妊娠せんけど、妊娠してできて、いつできるんじゃというて、ことし12月にで

きるが、10月から産休入るんですよというていうたら、それからできても産前産後６週間、７

週間か、今、忘れたけど、終わるわな、４カ月終わってその後に育休とるんじゃ、育休とると

かというのはその時点でわかるんじゃねん。いつわかるん、この届け出というんが。例えば出

産して産休とっとる間に育休とりましょうかというんか、どんなんですか。何でこういうこと

聞きょうるというたら、全体的な流れがここで育休や産休で、特に育休で補正が多い、人事異

動のあれがあるからどんなんかなと思うて、ちょっと今聞きたかった。どんなんですか、わか

りゃあ。 

○総務課長（原田光治君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○総務課長（原田光治君） この予算の積み上げをする時期が前年の10月ごろということで、

その時点で把握している分については盛り込んでいますけども、それ以降にわかったといいま

すか……。 

○委員長（北川勝義君） わからんわな、いつ妊娠するか。 

○総務課長（原田光治君） はい。そういった……。 

○委員長（北川勝義君） 課長がわかるわけがねえよな、人が妊娠するの。そういう意味のこ

とか。やっぱり前もって、今ごろ子育てしたり育休とるのもええんじゃけど、予算上の動き方

がちょっと思うた、全体的に。 

 それからもう１点、僕も総務委員長じゃけせにゃおえんと思うてしたんじゃけど、マイナン

バーをつくって何の効果があるんな、ちょっと教えてくれ。ほんま恥ずかしい話、マイナンバ

ーのうてもええんじゃねえかと思うて。結果的にはマイナンバーがあったら免許証出さんでも

住民票とるとか、印鑑証明でも何でも総括的にできなんだら、何かマイナンバーがあっても意

味ねえような気がして、何か。いつもかばんの中に入れて歩きょうんじゃけど、何か意味ねえ

ような。こういうなんもやったら、マイナンバーつけたら、今回でも850万円歳入が入る、全

額業者へ出ます、業者のためか、思いつきで何かされようるような気がして。ちょっとわから

んのじゃけど、何かあるんかな、効果が。 
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○委員（下山哲司君） きょうの時間予定は。 

○委員長（北川勝義君） 時間予定、１時ごろまでには終わります。飯は出ません。 

○委員（下山哲司君） 続けてやるん。 

○委員長（北川勝義君） はい、やります。皆さん、今下山委員が途中で言われたんじゃけ

ど、僕も言おうと思うたんですけど、昼食をとっておりません。１時ぐらいまでで終わりたい

と思っております。昼食なしで休憩も随時いかれる方は休んでいっていただければいいと思い

ますんで……。 

○委員（下山哲司君） 上程の分は本番でやりゃあええんじゃな。 

○委員長（北川勝義君） どんなんかな。言ようることがわからん。 

○総務課長（原田光治君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 何の効果があるんかな。赤磐市だけでも率先して、例えば住民票と

るんやったらマイナンバーでええですよとか。免許証でええですと言うけえ、免許証を出さに

ゃおえん。悪いと言よんじゃねんじゃけど、どんなん。 

○総務課長（原田光治君） 現在県内の市町村でも少しずつ取り組みが始まっておりますけど

も、コンビニにおける住民票ですとか税の証明とかの交付サービスが今後拡充されていくもの

と考えております。赤磐市におきましては今検討中なんですけれども、そういったことのサー

ビスだったらコンビニ交付だったら全国どこのコンビニでも……。 

○委員長（北川勝義君） 僕が、課長、言いてえのは、僕は免許証を持っとるし、たまたまつ

くろうと思うてつくったんじゃけど、ほかじゃったらつくらんでもええわと思うて、関心がね

えから、つくっとかにゃおえんと思うてつくって、そしたら何らかの、市役所に来たら、市役

所やったら、例えばこんなことあっちゃおえんので、マイナンバーを出した者は順番待たずに

早うできるとかな、例えばの話じゃ、10円安いとか、例えばの話、書かんでもええとか。マイ

ナンバーを出して一々また書きょうる。マイナンバーでも印鑑登録でも書きますがな、例えば

住民票でも、それ書かんで省けるとか、何らかのことがなかったら、マイナンバーはそういう

ことを意図しとんじゃねんか。マイナンバーを出したら自動的に、機械を最終的にセットした

らマイナンバーこれをかちゃっと入れたら、かちゃかちゃっとしたらもう住民票ができてく

る、書かんでもわかるということにしてあるんじゃろ、最終的な目標は、今すぐ整備できんけ

ど。それがいつまでたっても。赤磐市ではマイナンバーができた、免許証もええんじゃけど、

できたらマイナンバー普及させよんじゃろ、国の制度で。普及させようらんで、やめよんじゃ

ねんじゃろ、足引っ張りょんじゃねんじゃろ。普及さすんじゃったらマイナンバーを持ってき

てくれた人に何かつけちゃれとは言わんけど、何らかのアクションとか広報でもマイナンバー

をしましょうというのを出すべきじゃねんかということを言いたかった。業者のためにお金を

つけて、100％もろうたけ100％こっちへ持ってこにゃ意味がねんじゃねんかというて。たまた

ま受付で言うたら、ここもあったけど、本庁もあったけど、受付に行ったら免許証を見せてく
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ださい、免許証ばあ、これを持っとんじゃけどおえんのんかこれじゃと言うたら、免許証でよ

ろしいと言うから、ほんなら意味ねえ、免許証を持った者は要らんのんじゃねんかという。 

 税務署でも、要らん話になるけど、確定申告するときに電子申告したら早うなったり、優遇

があるが、手書きでいって申請しょうるより。じゃから、それを出して推進するには、マイナ

ンバーを出したら、例えば、こんなことあっちゃおえん、住民票が５人並んどきゃ、はい、マ

イナンバーの人は１番に来てくださいというて、ＥＴＣと一緒で走りょうりゃマイナンバーで

ぴっとこういけるように、例えばというようなサービスがあったら普及するんじゃねんかとい

うのが言いたかった、そういうことは考えてねんかということを言いたかった。赤磐市じゃか

ら、独自じゃから、市でもできることが何らかあるんじゃねんかというたら、広報もあろうし

ということを言いたかった。今後検討してください、課長。こねえことで時間をとりょうたら

いけんけん。ちょっと今そう思うたんじゃ。 

 それからもう１個でこれが大事なこと、カーブミラー、修繕、どこがどうなっとん。ようけ

ようけ要るというて、74万6,000円、どこな、ちょっと教えてん、どういうことで。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） この74万6,000円につきましては、来年になって１月以降

不足したときに修繕費として、どこというのはこれには上がっておりません。今まで使った金

額につきましては、市内一円で今年度特に……。 

○委員長（北川勝義君） 当てたりというのが出たろ、さっき。当たったりして修繕がどうと

いうて言うたろ。僕が車で当てたら、自転車で竹でも持って当てたら、僕が直さにゃおえんの

んじゃねん。 

○委員（大口浩志君） 当て逃げ。 

○委員長（北川勝義君） 当て逃げやこうあるんかというん。あるんかな。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 当て逃げが今年度特に相当数多く、自前で直るようなカー

ブミラーが曲がったぐらいの、向きが変わったくらいはいいんですけど……。 

○委員長（北川勝義君） トラックか、ほんならやっぱり。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） ガードレールがわりになったような形跡があるものもある

んですが、逃げたというようなものも今年度発生しております。当然赤磐署へは確認をして事

故報告等も確認しますが、出ていないということで市での修繕をしております、道路管理者と

しての。 

○委員（松田 勲君） 何件。 

○委員長（北川勝義君） 何件あったん、ことし。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 今年度20件ほどの修繕している中で……。 

○委員長（北川勝義君） 修繕も車が当てた、当て逃げじゃねん。当て逃げかな本当に。 
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○くらし安全課長（中川裕敏君） 当て逃げです。 

○委員（下山哲司君） なんでめげたかわからんのは当て逃げじゃ。 

○委員（松田 勲君） 当て逃げは何件ぐらい。 

○くらし安全課長（中川裕敏君） 修繕が20件のうち10件足らずが当て逃げです。 

○委員長（北川勝義君） 当て逃げもわからんわな、どうなっとるか。わかりました。それを

聞きたかった。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ終わりたいと思います。 

 続きまして、財務部の説明をお願いします。 

○管財課長（小坂憲広君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、小坂課長。 

○管財課長（小坂憲広君） 財務部からは管財課から２件報告させていただきます。 

 まず１件目です。資料１ページ目をお願いいたします。 

 平成29年度一般会計補正予算（第５号）についてでございます。 

 こちらのほうですが、前回の総務文教委員会において報告させていただきました熊山工業団

地内におけます普通財産の土地の株式会社テイカへの売却に伴うものであります。歳入予算

998万7,000円の補正予算を上程する予定にいたしております。２ページ目に再度位置図のほう

をつけさせていただきました。こちらのほうも御参考に見ていただけたらと思います。 

 続きまして、２番になります。本庁舎等整備調査業務の進捗状況について載せております。 

 資料３ページになります。 

 現在耐震性の向上及び行政機能の効率化及び利便性の向上を図るため、本庁舎と旧消防本部

の庁舎の建てかえまたは改修に向けた総合的な調査検討を行っております。主な業務内容とし

ましては、耐震診断及び補強計画の策定、それから本庁舎機能の再配置計画、本庁舎施設整備

計画でございます。 

 現在までに建物、電気機械設備等の劣化調査を行いました。10月にこちらのほう行っており

ます。本庁舎におきましては、窓周りのクラック及びさびの汁、それから一部外壁タイルの浮

き、それから３階ベランダの日よけ部の外壁におきまして内部鉄筋のさびにより爆裂し剥落の

おそれがある。それから、壁、天井からの雨漏り、床タイルにクラック、電気設備の配線、配

管の経年劣化、換気設備の雨水浸入、配管の経年劣化などが発見されました。 

 それから、旧消防本部におきましては、外壁モルタルの浮き、クラック、屋上ホース干しの

スラブの爆裂により剥落のおそれ、将来的に使用しないのであれば全面撤去の必要性があり

と。それから、外部、内部仕上げの劣化が著しく、躯体のみ残し全面的な改修が必要。電気機

械設備ともに器具配線の著しい劣化、使用する場合には配線、配管の新設が必要。それから、
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１階機械室に雨水浸入があり全面改修が必要などが報告されております。 

 また、コンクリートの中性化調査につきましては、本庁舎、旧消防本部ともに中性化は進ん

でなく問題はないとの結果が出ております。 

 続いて資料４ページになります。 

 本庁舎機能の再配置を計画するに当たり、まず職員からの現在の庁舎の課題についての意見

を集め現在検討を進めております。 

 それから、次の３番の本庁舎施設整備計画としまして、今後は現状の調査をもとに建てかえ

または耐震補強による修繕の概算工事費、工程等を検討していくということとしております。 

 今後の進め方につきましては資料の４番に示させていただいております。設備を含む補強計

画、それから施設整備計画など、こちらの表に載せている予定で進めていくこととしておりま

す。 

 財務部からは以上でございます。 

○財務部長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、直原部長。 

○財務部長（直原 平君） 申しわけございません。資料のほうは本日出しておりませんけれ

ども、口頭で報告をさせていただきたいと思います。 

 桜が丘西５丁目の土地の取得ということで、大和ハウス工業さんより赤磐市桜が丘西５丁目

11番２号ですけれども、これが中央ショッピングセンターに隣接する南側の更地ということ

で、2,942平米ございます。これを市が希望するのであれば市の遊休地との交換に応じたいと

いうお話がございます。 

 これにつきましては、市といたしましても桜が丘ショッピングセンター跡地については桜が

丘の中心部に位置する重要な資産と認識しており、今後魅力づくりのためにこれを受け入れる

ように連合町内会と折衝したいと考えておるところでございます。具体的な資料等につきまし

ては、今後順次総務文教常任委員会へもお示しいたしますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 財務部のほうから説明が終わりました。 

 何か質問はありませんか。 

○副委員長（永徳省二君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） ３ページの本庁舎の整備計画なんですけど、これ３月末までに委

託しているということは、建てかえなのか補強なのかというのはその後決定して、６月の定例

議会で出てくるというふうに考えていいんでしょうか。 

○管財課長（小坂憲広君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） はい、小坂課長。 

○管財課長（小坂憲広君） 今回の調査の委託のほうですが、３月に調査の報告書をまとめて

いただくような業務内容になっております。それをもとに建てかえまたは補強による修繕、ど

ちらがいいかとかというのをその後に検討していきたいと考えておりますんで、６月の議会に

出るかどうかというのは今の時点でははっきり申し上げられません。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 永徳委員。 

○副委員長（永徳省二君） もしかしたら、もうちょっと先延ばしというか、９月とかになる

可能性もあるということなんですね。 

○管財課長（小坂憲広君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○管財課長（小坂憲広君） 結果が出ましてからの検討になりますので、その後、いつの議会

に出るかというのはちょっと今の段階では何とも言えないところでございます。 

○委員長（北川勝義君） 何を言よん。３月に報告があるけど、３月早々には報告があるわけ

じゃろ。そしたら、３月、４月、遅うて６月には報告できようがな。そげえな、３月議会に報

告せえというんでも、年度内じゃから大体このようになっとるというて、３月定例会でこのよ

うになっとるというのを言わなんだら、今の答えじゃ、小坂課長の言ようるこっちゃったら、

当初予算つけれんよ。そのときには、こういう考えじゃからやらせていただきてえとか、せめ

て、もしなりゃできんけど、そのとき、当初わからなんだら、最悪でも６月議会のときには補

正予算、補正させてもらうとかせなんだら前にいかんような話になってしまうんじゃねえかと

いうことを言いたかったんで。そういう曖昧な答え、課長ちょっと納得できにきんじゃけど。 

○財務部長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 直原部長。 

○財務部長（直原 平君） 済いません。この調査を今年度６月の補正につけさせていただい

て実施しておるところでございますけれども、松田委員さんからもいつごろ結果が出て、どう

いう判断になるんならという御質問もありました。そのときに早かったら３月というふうに述

べさせていただきましたけれども、今委員長おっしゃいましたように、この調査の結果を受け

てできるだけ早い時期に出させていただくということで、当初予算にその結果の工事費であり

ますとか設計でありますとか、そういうことは出すのはちょっと無理ではございますけれど

も、補正になるにしてもできるだけ早い時期、ですから６月につきましては何らかの結論とい

いますか、それを出していただく資料を提出させていただきたいというふうに思っておりま

す。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○副委員長（永徳省二君） はい。 
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○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） さっき直原部長が言われた桜が丘の件なんですけど、これもう１回、

ちょっと聞きそびれたんですけど、二千五百何平米というのは今の駐車場のあたりのことを言

よんですか。 

○委員長（北川勝義君） 概略の図面があったろう。 

○財務部長（直原 平君） はい。 

○委員（松田 勲君） どこまでを言うんかなと、その建物の全部じゃないですよね。そこら

辺をちょっと教えていただきたい。 

○委員長（北川勝義君） 図面を配付しちゃって。 

○財務部長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、直原部長。 

○財務部長（直原 平君） 場所の図面はお配りさせていただきたいというふうに思います。

昨年、一応５丁目のところ、６丁目と８丁目を交換させていただきました。いきいき交流セン

ター前の駐車場、これを市のものとして取得をさせていただいたその南側の土地というもので

ございまして、11番２号というところでオグラさんがやっとられる施設の前のところ。一段ち

ょっと落ちている場所……。 

○委員長（北川勝義君） 早え話が、市長に言うんじゃけど、あそこの交差点改良とかショッ

ピングじゃな、今あったところを全面的に改修して、市がそこを買い取るというたらおかしい

けど、取得するために順次持っていきょうるという、そういうことの考え方を言うてもろうと

かなんだら、わかっとる人はわかっとるけど、わからん人はわからん。何でそんなところをち

ょろちょろちょろちょろ順番に買うてくるんならというのがある。直原部長、そこらは部長が

言うたらおかしいかも、そこんところのちょっと説明があったほうがええかなと今思うた。 

 それから、地図はこれから配らせます。それから、場所については、今言よんのが、大和は

ここどうですかというて言われとんで、ただ大和のほうへこっちを出しましょうというのは大

和さんがこれがええと言うてねえんで、まだ確認ができてないんじゃ、ここがよろしいという

のはできてねえ。産業建設のほうがやりょんで、都計がやりょんで、できてねえというんで、

そこまでできてねえのにここでこうですよというのを出したら、また場所が違うたらというて

なるんで、決まるまでということで、口頭だけでは言うてほしい。 

○委員（松田 勲君） 場所がわかったんであれなんですけど、そこは地元の方がトラックを

ようけ置いてらっしゃるんです。だから、そういったこともちゃんと移管されるときにはちょ

っと交渉に入れといて……。 

○委員長（北川勝義君） トラックやこう置いとるか。草が生えとるところじゃねん。 

○委員（松田 勲君） 草が生えとんじゃけど、トラックもいっぱい置き場になっとん。 

○財務部長（直原 平君） 車かなり置いてあります。 
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○委員（松田 勲君） かなり置いとん。いやいや、大和さんと協議の上で置いてるはず。 

○委員長（北川勝義君） それは大和がするんじゃけ。 

○委員（松田 勲君） 貸しとんじゃと思うんじゃけど、その辺のこともきちっとした上でし

てください。お願いします。 

○委員長（北川勝義君） わし通ったけどなかったような……。 

 下山委員。 

○委員（下山哲司君） これは住宅地にならん土地じゃな。大和が手放すということになる。

宅地になるんじゃったら大和が自分とこで使うんじゃけ。 

○委員（松田 勲君） 最終的には。 

○委員（下山哲司君） ならんの。 

○委員（松田 勲君） なるような場所。 

○委員（下山哲司君） 場所じゃなしに、最初の申請したときのあれが宅地で出してねんじゃ

ろ。 

○委員（松田 勲君） 商業施設。 

○委員（下山哲司君） 施設じゃろ。施設じゃなかったらおえんのじゃろ。 

○委員（松田 勲君） 商業施設だから何でもできる。 

○委員（下山哲司君） 宅地にもなるん。 

○委員長（北川勝義君） もちろん宅地。 

○委員（下山哲司君） だったら自分のところが売ろう。 

○委員長（北川勝義君） まだ図面できんの、コピー。そんなわけのねえコピー。 

 結果的には今言ようる、そこんところ全体を赤磐市が取得して改良とかやっていこうという

こっちゃから、これは賛成していかにゃおえんのじゃけど、そういうことを先に言うてもらわ

なんだら、前のときに言うたけど、前のときに議員さん、このメンバーだったかな。 

○委員（松田 勲君） ちょっと違う。 

○財務部長（直原 平君） 前の交換ですか。 

○委員長（北川勝義君） 違おう。 

○財務部長（直原 平君） 違います。 

○委員長（北川勝義君） じゃけん、そのときには説明しとるけど、今回、絶えず言ようる

が、おめえらずっと10年前のことは全然知らんというてええかげんな話で、市長、これ大事な

話なんじゃ。前のことはこうじゃったというのを把握してやってもらわなんだら、議員さんも

こけえおる人、メンバーも違うたり、新しゅう議員になられた方は知らん者もおるわけじゃ。

あんたら委員会じゃけずっと同じこといきょうるような、メンバーが違うたらわからん、さら

じゃから、実はこうこうで、市長のほうからでもこういうことの計画があってこうやりてえか

らこうやっていっとんじゃと言うてもらわなんだら、これだけ立て板に水の平君がおるのにそ
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れ言わにゃおえるもんか、おめえ。ちょっと今そう思うたんで。わかりにきいかなと思うて。

実際そうじゃろ。 

○委員（下山哲司君） ちょっと１つほかの。 

○委員長（北川勝義君） 先に言うて。 

 下山委員。 

○委員（下山哲司君） この今のあれを見たら、施設整備計画が２月じゃろ。調査報告より先

に施設整備計画が決まってしまうん。これ見たらこねえに思える。 

○委員（大口浩志君） これは、これだけやったらこれぐらいかかるということで。じゃから

それを見て検討してくれということ。 

○委員長（北川勝義君） 直原部長。 

○財務部長（直原 平君） 済いません。そこへ今後の進め方ということで書かせていただい

ておりまして、３番の業務内容、これにつきまして部分的にどういうふうにやるかというふう

に書いておるところでございまして、今10月に３ページの劣化調査の報告書の提出がございま

した。それにつきましては先ほど報告したとおりでございますけれども、それを受けまして４

ページの補強計画、それから施設整備計画、最後の調査報告書が出るということでございま

す。ですから、(2)番、(3)番、それぞれ庁舎の配置計画もやりますし、本庁舎の施設整備計画

も建てかえはどうだろう、それから耐震についてはこうですというものが出てくるということ

でございます。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 前から言よんじゃけど、仮にこれは今の庁舎だけの調査になるんじゃ

ろうけど、そうでなしに、例えの話よ、これを建てかえるとなったら、仮にちょっと赤坂の近

いところへ行ったら赤坂の支所やこう要らんようになるが、斜め向こうに行きゃあ熊山も要ら

んようになるが。そういうものの大きい考え方の中で一部なんか、もうここだけのことを考え

ての考え方なんかというのを前から質問しょんじゃけど、全く、前の回答は夢のあるというて

１本で終わっとんじゃけど。もう少し、一部分だけの物の考え方じゃなしに、こういうときに

はこういうような考え方も含めたようなやつを示してほしいんよな。 

 じゃから、ここで改修したらどんなメリットがあるんか、新築してあれしたら将来的にどう

いうメリットがあるんか、そういうなのも示してもらうというのが計画じゃと思うんですけ

ど。その辺の大きい考え方で、前にも言うとるように、これはこれでその後そういうことを考

えるんじゃというんならそれで結構なんじゃけど、ここの庁舎だけのことをどねんかするだけ

の考えなんか、その辺だけ答えてほしい。 

○委員長（北川勝義君） 直原君、市長にもお願いしとる。さっきのこれと一緒の話なんじ

ゃ、今言ようることは。僕らは合併してどうこうというて、どこがええとか悪いとかと言よん

じゃねん、山陽こけえあって悪いとかと言よんじゃねえ。今既成の事実になって、山陽だけ、
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修繕や改修は別よ、大規模改修は、建てかえということになったときは、こけえ建てますよ、

この辺に建てますよ、そこらじゃから、こういう計画書を立っても、これはこれで出してもら

やええ、調査して出してもらや。その中で議会の議長にも申し入れて、庁舎建設になるんじゃ

ったら建設、大規模改修なら大規模改修とか、新築のほうがちょっとあれが違うかもしれんけ

ど、そういう検討委員会、特別委員会をつくってもらわにゃおえん。結果、備前市が同じこと

をやりょうるわけ、なったのやめて、なってやるけん、議会なるから。そうせなんだら、今下

山さんが、別に下山さんと合わせようたら気持ちが悪いんじゃけど、赤坂でも今言うたら、赤

坂要るまあというて、要らんという意味じゃねんじゃけど、熊山でも。 

 例の話、農協が、これ反対しょうる者も、反対はおらんのじゃけど、なかなか実施してねえ

けど、試験場のところに振興センターができたらその近くへ農協も一画いただきてえと、土地

を取得して、そして山陽基幹支店をつくりたいと、物流倉庫もつくりたいと、そしたらその土

地は買わせていただいて使用させていただきたいと、市と一緒に。そうすれば山陽基幹支店も

いいと、熊山のほうもいいと、赤坂も持ってこようと、物流倉庫もあったら開発できると、大

体中心的とか、山陽というたら当然ここにいかにゃおえんのんじゃけど、あの辺までいこうと

いうのが、その辺が中心になっていくんじゃねんか、中間的になるから、今下山さんが言うた

ように、あとはいらわんでもようなるということを、吉井だけはちょっと離れすぎとるから、

吉井は吉井で残すというようなことが農協の総代会で３構想、備前、和気、赤磐、瀬戸も入れ

た中で分けた体裁でやっていきょんですよ。そういうなんを赤磐の中でも、もし新築すると

か、これが新築はしないと、大規模改修するんじゃと、そうした場合にここをやるんじゃと、

ほな赤坂とか熊山、吉井はどのような今度は改修の仕方をするんならというのも、全体の特別

委員会とかで示してもらいてえということを今下山さん言ようる。僕もそれを思うとんで、市

長らもわかっとると思うんじゃけど、どこまでやるか、大規模になるんか新築になるんか、ま

だ答えが出てこんのに先先できんかもしれんけど、そういうこともあるんで、検討してもらい

てえと思うとんです。そういうことを踏まえて、市長、考えがあったら、言えれるところまで

言うてください。 

 ついでに、できたらこれも兼ねてちょっと言うてくれたほうがええんじゃけど。 

○市長（友實武則君） そうですね。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） ありがとうございます。 

 順番に、まず桜が丘西５丁目の土地のことについての現在の状況、考え方等について少し私

のほうから説明させてもらいます。 

 西５丁目の土地、皆さん御存じのように中央のショッピングセンターの跡地と申しますか施

設が建設されている土地を含めて大和ハウスが所有している土地を順次赤磐市のほうで入手し

て、この中央にふさわしい、市民の皆さんが喜んでいただけるようなランドマークになるよう
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な施設をここに設けていきたいという思いをもって動き始めたところでございます。しかしな

がら、この旧ショッピングセンターの土地、施設については区分所有権が設定されておりまし

て、現在３者が所有権を有しております。１つは大和ハウス工業が100分の98を有しておりま

す。残る100分の１ずつを一般の方々が２名ないしは御夫婦で、正確には３名ですけども、持

っておられます。 

 その大和ハウス工業については、ここの権利を放棄して市の方針で協力するという表明はい

ただいておりますけども、２名の方については了解をしたという状況ではございません。た

だ、何度も何度も協議をさせていただいて、姿勢も少し変わってきております。この中心部分

をどういう土地利用をこれからしたら市民の利益に供することができるかという議論を始めて

もいいという了解はいただいたところでございます。 

 そういった中で、今回図面をお配りしておりますが、５丁目11番２号、ここは大和ハウスが

単独で所有している土地でございまして、ここの土地も昨年の交流センターの前の土地と同様

に赤磐市のほうで手に入れさせていただいて、今度はいよいよ本体であるショッピングの跡地

のところについても協議を進めていく、そして同時に市民等とここの土地利用について議論を

始めていきたいと、このように考えてるところでございます。 

 そういった中で、今回大和ハウスと５丁目11番２号、これの協議が調いつつあるということ

で、委員会のほうにも御報告させていただいて手続を進めていきたい、こういうことでの報告

でございます。 

 それから、庁舎のことについての考えでございます。 

 これまでもここの本庁舎についての考え方を協議、報告もさせていただいております。この

本庁舎について、まず耐用年数でいいますとまだ10年から20年の耐用年数が残っている建物で

ございます。それから、今調査をしているのは、耐震診断を以前にした結果によりますと現状

では大規模地震についての耐震性を有していないという答えが出ております。今回の調査で

は、この耐震診断の結果を受けてこの耐震補強等によって大規模地震に対して耐力が十分にな

る改修ができるかどうか、こういったことを検討し、そして耐震性を有するように改修するた

めの具体的な工法とはどういう工法が存在するか、そういったことを今回の調査で明らかにす

るとともに、今度は庁舎の機能として、例えば床面積等が今の本庁舎の機能に十分であるかど

うか、そういったことを調査しまして検討します。これがいずれも現状では不可能だというこ

とになれば、今度は建てかえという計画に進んでいくものというふうに思っております。 

 そういったことで、現在の調査検討の経過報告を今させていただいたところでございます。

きょうの説明にありましたように、調査が進むとこのあたりが少しずつ明らかになってまいり

ますので、その際にはまた委員会のほうへ御報告をさせていただこうということでございま

す。 

 私のほうからは以上です。 
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○委員長（北川勝義君） よろしいか、下山さん。 

暫時休憩します。 

              午後０時２分 休憩 

              午後０時４分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 これについて質問はありませんか。 

 ちょっと僕１個、この間は何じゃろうか。名前、固有名詞出したらおえんけど。工事しょう

るとこの間のとこ。 

○委員（松田 勲君） 施設です。 

○委員長（北川勝義君） それは知っとる。その横のとこのこれを言よん。この間が。草ぼう

ぼうになっとる、これはどこのでということを言いたかった。 

○委員（松田 勲君） 何でそれが入ってねんかなと思うたんよ。 

○委員長（北川勝義君） そうそう。それは例えばオグラさんとこへ売るんかという、それは

それでええんじゃ、売るのは売ってええんじゃけど、どんなんかなという。 

○管財課長（小坂憲広君） こっち側ですか。 

○委員長（北川勝義君） 自分からいうたら、そうこっち側じゃ。 

○委員（松田 勲君） 右側のオグラさんとこの。間。 

○委員長（北川勝義君） 右側の、オグラさんのほうへひっついて。間。それはオグラさんが

買うのはええんじゃ、買やあ。 

○市長（友實武則君） 駐車場になっとるとこですよね。 

○委員長（北川勝義君） 駐車場みてえに、これはオグラさんの駐車場か。 

○委員（松田 勲君） いやいや、駐車場の手前よ、これまだ。 

○委員長（北川勝義君） 手前じゃな、まだ。草ぼうぼうになっとる、それで僕草ぼうぼうじ

ゃという話をしょうたん、せえで。見てきたから。 

○委員（下山哲司君） ちょっとのりじゃろう。 

○委員長（北川勝義君） のりじゃねえ。 

○議長（金谷文則君） 再開しとるんじゃろう。 

○議会事務局長（奥田吉男君） 再開してます。 

○委員長（北川勝義君） そこの部分。オグラさんはこっち側じゃろ。草が生えてねえところ

の、白え。 

○委員（松田 勲君） 草のとこじゃろ。 

○委員長（北川勝義君） 草のとこを言ようる。ちょっと間があいとるが、こんだけほど。 

○委員（松田 勲君） 何でそこを残す。 

○委員長（北川勝義君） そう、それを今、オグラさんが買うんじゃったらしょうがねんじゃ
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けど。 

○委員（松田 勲君） 予定があったっけ。 

○委員長（北川勝義君） これを言ようる。わかりょうるか。 

○委員（大口浩志君） わかる、わかる。 

○委員長（北川勝義君） ここを言うたん。 

○委員（下山哲司君） このことじゃろ。 

○委員（大口浩志君） このこと。 

○委員（下山哲司君） オグラのとこは全部大和ハウスじゃからな。 

○委員長（北川勝義君） じゃあ。借るんか、そこんとこをな。 

○委員（下山哲司君） オグラが施設すると言うたら、大和ハウスが売るんじゃけ。 

○委員長（北川勝義君） じゃけん、その話それがあるが。 

 はい、直原部長。 

○財務部長（直原 平君） ちょっと今すぐにここの所有者等が確認できませんが、調べさせ

ていただきますので。 

○委員長（北川勝義君） 大和なんじゃ、そこの持ち主は。うちはこれでちょびっと切れる

が、切れてもええんじゃなということを言ようるわけ。一体的なというんが切れるがな。市

長、一体的なというのが、切れよう、ここが、ええんかということを言ようたわけ。 

○委員（下山哲司君） こういうふうになる。 

○委員長（北川勝義君） じゃからちょっと切れるが。オグラさんが買うなら買やええんじゃ

けど。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい。市長。 

○市長（友實武則君） 済いません。今のお尋ねの土地ですけども、ちょっと今所有者あるい

は現状の土地利用、ここで把握できておりませんので、ちょっと時間を与えていただければす

ぐ調べて御報告させていただきますので、よろしいでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） よろしい、ほんなら。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、これで財務部を終わりたいと思います。 

 次の委員会ぐらいまでには決まるような、替え地もわからあな、直原部長。次の委員会ぐれ

えにゃわかろう。 

○財務部長（直原 平君） 替え地につきましてはまだこれからということで……。 

○委員長（北川勝義君） 違う。次の委員会ぐらいまでには……。 

○財務部長（直原 平君） わかり次第、はい。 
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○委員長（北川勝義君） わかり次第のときでええんで、ぴちっとそれも踏まえて、市長は現

在の土地利用のことを言われたんで、それも見てからぴちっと回答をください。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、市長。 

○市長（友實武則君） 済いません。昨日の産業建設常任委員会でもこの件を説明させていた

だいて、現在考えられている交換の候補地ですけども、これも昨日御報告させていただいとり

ます。これは、８丁目にあります山陽北小学校の西側にある旧グラウンドの土地でございます

が、ここを第１の候補地として協議をしているという御報告をさせていただいておりますが、

これで決定というわけではございません。きょうの常任でも同じ情報提供をさせていただきま

す。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 市長。違う、違う。そんなことを言うたんじゃねんじゃ。12月のと

きぐれえまでは、先ほど言うた替え地が、今言うた山陽北小学校があるというんで、決まって

から出しても、それまでにだったらわかろうから、この現状のとこも違うとんが、こうなっと

んのがわからんから、さっき言うた、これも踏まえて市長は早え時期に現地の土地利用を見て

から言いますというて言われたんじゃけど、そう慌てんでもええから、来月の次の委員会する

ときでもそのときに報告してくれたらよろしいというて。また言うてあやふやじゃのうて、今

議長が言われた話をとるんじゃねえけど、産建に言うとったのと違うとった、総務で違うとっ

たでのうて、見解を一緒にして答えていただきたいということ。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、市長。 

○市長（友實武則君） わかりました。また事後の常任委員会のほうへ確定情報として御提案

できるよう努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） これも別にうちが欲しいというんじゃのうて、オグラさんが要るん

じゃったら、隣じゃからしてあげりゃあ、企業誘致と一緒じゃから、やってもらやあええと思

う。ただ、僕間があいたらどねんなるんかなとちょっとそう思うただけで。 

○委員（松田 勲君） 中途半端。 

○委員長（北川勝義君） 中途半端なおかしげな、相手も困ろうしと思うて。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、財務部はこれで終わりたいと思います。 

 続きまして、教育委員会のほうをお願いしたいと思います。 

○教育総務課長（安本典生君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、安本課長。 
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○教育総務課長（安本典生君） それでは、教育委員会の資料をお願いいたします。 

 教育委員会からは12月議会への上程予定議案ほかでございます。 

 資料１ページをお願いいたします。 

 平成29年度赤磐市一般会計補正予算（第５号）についてでございます。 

 12月議会に上程予定の補正予算につきまして御説明のほうさせていただきます。 

 教育総務課から３件の補正についてお願いをさせていただくものでございます。 

 まず１件目は、繰越明許費についてでございます。 

 ６月補正でお願いをいたしました吉井中学校プール新築工事の工期が７カ月程度見込まれる

ため、年度内に工事を完了することが困難であり、また適切な工期設定により入札に付する必

要があることから、このたび12月議会において繰越明許費の議決をお願いするものでございま

す。繰越額は施工監理委託料500万円、工事請負費１億4,000万円でございます。 

 続いて、２件目は、人事異動等により、歳出、１、職員人件費4,511万6,000円の減額補正を

お願いするものでございます。主な減額理由といたしましては、教育総務課１名、給食センタ

ー２名の職員数の減、また幼稚園教諭８名の育児休業実績見込みによる減額などによるもので

ございます。 

 資料２ページをお願いいたします。 

 続いて、３件目は、平成30年度に特別支援学級の増が見込まれる山陽小学校１クラス、豊田

小学校１クラス、桜が丘小学校３クラスについて、新年度の４月から学級運営がスムーズにで

きるよう年度内にエアコン設置工事、備品購入などができるよう費用について補正をお願いす

るものでございます。 

 ②電算管理運営事業152万9,000円の補正につきましては、支援学級へのＬＡＮケーブル配線

設置工事、またその支援学級の先生方が使われますノートパソコン等の購入費でございます。 

 ③小学校費の一般管理事業507万6,000円の補正につきましては、支援学級で使いますテレ

ビ、ホワイトボード、整理棚などの備品を購入するものでございます。 

 補正予算の関係につきましては以上でございます。 

 引き続きまして、教育委員会資料の２、その他の案件につきましてでございます。 

 まず、教育総務課から高校等通学補助について検討状況を報告させていただきます。 

 教育委員会資料のほう、３ページをお願いいたします。 

 本日は検討中の制度化に向けた方針案をお示ししております。現在６番目にあります補助要

件について、支給基準となる対象地区、対象となる交通機関、対象区間や補助要件などの検討

を進めております。少し御説明をさせていただきます。 

 ６の１、対象地区につきましては、補助要件で対象が絞られますが、市内全域を対象とした

いと考えております。 

 次に、②対象の交通機関につきましては、路線バスにすると実績に基づいた補助交付ができ
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ますが、地域によってはバス路線の有無や通学時間帯に合わせた便数が少ないというデメリッ

トもあり、また路線バスを問わない場合は、路線バスのほか保護者の自家用車による送迎など

も含め幅広く対象とすることができます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 次の③対象区間につきましては、始点と終点の検討でございます。始点につきましては、対

象交通機関をバス路線に限定した場合は最寄りのバス停になりますが、交通機関を問わない場

合には自宅からにするのか、自宅のある地区にするのか、また小中学校にするのかを決める必

要などがございます。それぞれにメリット、デメリットがあると考えております。終点につき

ましては、市境もしくは赤磐市内から近い最寄り駅、また高等学校までの３項目で検討をして

おります。 

 ④の補助要件につきましては、上限、下限の設定をすることにより対象者が限定され、限ら

れた財源の中で継続的に支援ができるものと考えております。さらに、所得制限などを設けて

低所得世帯への補助の交付も検討課題であると考えております。 

 以上のように制度設計が複雑で時間を要しておりますが、公平で適切な支援ができるよう制

度設計に努めてまいりたいと考えております。 

 高校等通学補助の制度化に向けた検討状況の説明とさせていただきます。 

 教育総務課からは以上でございます。 

○学校教育課長（松井啓子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（松井啓子君） それでは、平成28年度児童・生徒の問題行動等に関する調査

結果の報告をいたします。 

 資料の５ページをごらんください。 

 これは去る10月27日報道の県の教育委員会が発表した結果になります。 

 学校種別に左から小学校、中学校というふうになっております。ここで言う問題行動等とい

うふうにありますが、これはいじめ、不登校、長期欠席、暴力行為を主なものとしておりま

す。この３つの項目についてそれぞれの市町村別の平成28年度の結果が示されております。ま

た、ちょっと見づらいのですが、次のページ、６ページのほうには同じ調査での赤磐市の結果

について、平成23年度から28年度の６年間の経年変化を示した資料です。 

 きょうは主に、５ページのほうに戻っていただきまして、県の資料のほうを中心に説明をさ

せていただきます。 

 表のほぼ真ん中あたり、太線を引いた欄が赤磐市の結果になります。また、一番下の欄には

県全体の結果があります。それから、その下、欄外になりますが、県全体の前年度の数値や前

年度との比較の数値も示されています。少し字が小さくて見づらいのですがごらんください。 

 まず、小学校のほうです。いじめについて御報告をいたします。 
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 いじめの認知件数はふえております。県全体では604件、一番下のところを見ていただけれ

ばわかるのですが、604件から1,230件ということで倍増しております。倍ではないです、倍増

です。それから、中学校でも、小学校ほどの割合ではありませんが、470件から643件と増加傾

向にあります。同じように６ページのほうの赤磐市の資料も見ていただけるとわかると思いま

すが、11件から19件、小学校では、中学校のほうでは14件から28件というふうにふえておりま

す。 

 これについては、小さないさかい等でもいじめの可能性を含んでいるということを認識して

対応するということを国や県の方針として示されたことにあります。重大事案につながらない

ようなことであっても、いじめの可能性があると認識して対応した件数を報告するようになっ

ております。今後、さらにこの数についてはふえていくと思われます。また、解消率というの

もそこに出ていると思うのですけれども、これについても学校の指導によって一旦収束した事

案であっても、その状態が一定の期間続いたことを確認しなければ解消したことにはならない

というような方針も出されております。昨年度については、赤磐市では解消率が100％になっ

ていますが、今後はそうならないことが見込まれます。 

 続いて、長期欠席、不登校の欄です。 

 小学校は、赤磐市では0.59％の出現率で、一番下のところを見ていただきますと県のほう全

体では0.51％の出現率ということで、小学校では県の出現率よりもやや高い割合。それから、

中学校のほうは右から３つ目の欄になりますが、赤磐市では3.13％、県のほうは2.52％という

ことで、中学校では高い割合を示しております。ただ、６ページのほうの資料の一番下になり

ますが、経年で見ますと昨年度増加をしておりましたが、27年度よりは少し減少しておりまし

て、取り組みの成果は上がってきているというふうに見ております。 

 不登校対策事業としては、小中学校に登校支援員を配置し、登校支援や遅刻して登校する児

童・生徒への支援を行うこと。それから、学校相談員の配置を始め、適応指導教室の指導員等

の相談活動の充実を図って、無支援ゼロの取り組みを続けること。それから、家庭への支援が

できるスクールソーシャルワーカーを県の支援によって配置して家庭支援を進めるとともに、

関係機関とのより密接な連携を図ること等の取り組みを行っています。しかし、依然として先

ほどお話をさせていただいたように県の出現率よりは高い傾向を示しているということで、不

登校は本市の課題であると捉えております。 

 学校においても落ちついた学級集団づくりを進めたり、子供たちが楽しいと思えるような教

育活動を行ったりと魅力ある学校づくりを進めています。今後はコミュニケーションに課題を

持つ児童・生徒への支援、特別支援教育との連携等について考えてまいりたいと思います。 

 最後に暴力行為です。 

 赤磐市、それから県ともに小学校では増加傾向、中学校では減少傾向となっています。一番

右端です。小学校、中学校それぞれ右端のところを見ていただけたらと思いますが、県のほう
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は2.46から3.63というふうにふえています。中学校のほうは11.33から10.11ということでこれ

は減っております。同じように６ページのほうも見ていただきますと、小学校では８から10、

中学校では15件から12件ということで同じような傾向を示しています。1,000人当たりの発生

件数についても……。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと、そのくれえでええ、あんたのことばあずっとやらにゃお

えんから。 

○学校教育課長（松井啓子君） はい、済いません。 

○委員長（北川勝義君） これからはもうちょっと明瞭にやってよ。 

○学校教育課長（松井啓子君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 長えけん。 

○学校教育課長（松井啓子君） はい。済いません。今回大きなこととしてというか特徴的な

こととしては、低学年で増加したことが特徴になります。中学校では、授業に入りづらい生徒

への別室での個別指導等により少しずつ安定した状況で学校生活が送れるようになったことが

減少傾向を示した要因ではないかと考えております。今後は、校内においては落ちついた学級

づくりのために毅然とした指導と心に寄り添う指導を両輪とした取り組みを継続して行いたい

と思います。また、小中の連携を進め、児童相談所等の関係機関との連携を推進してまいりま

す。また、校外での問題行動の対応としては警察等の関係機関との連携を図っていきたいと考

えております。 

 済いません。以上で報告を終わります。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） それでは、旧永瀬家住宅の登録有形文化

財の新登録について説明させていただきますので、お手元の資料の７ページをごらんくださ

い。 

 赤磐市松木に所在する詩人永瀬清子の生家であります旧永瀬清子住宅主屋及び旧永瀬家住宅

井戸が７月21日の文化庁文化審議会文化財分科会へ登録有形文化財（建造物）登録の答申がな

されていましたが、このたび10月27日の官報告示をもって正式に登録されましたので、ここに

御報告いたします。本市におきましては、赤磐市吉井郷土資料館に続き、このたび２件の追加

がされ、合計３件の登録有形文化財の登録となりました。また、岡山県ではこれまで270件の

登録有形文化財がありまして、今回を含めると270件程度になります。登録文化財制度は平成

８年に施行された制度で、近年の開発の進展、生活様式の変化などにより社会的評価を受ける

間もなく消滅するおそれのある多くの近代の建築物を中心として後世に幅広く保存、継承して

いくため穏やかな保護措置を講じる制度で、規制の厳しい指定文化財制度を補完するものでご

ざいます。旧永瀬住宅は木造２階建ての入母屋づくりで明治前期の建築とされ、熊山地域に残
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る唯一の町家建築です。建物の所有者は特定非営利活動法人永瀬清子生家保存会でございま

す。現在社会教育課が進めています永瀬清子の詩の顕彰とともに、旧永瀬住宅の保存活用が期

待されております。 

 以上、社会教育課から報告させていただきました。 

 続きまして、スポーツ振興課から赤磐市スポーツ施設整備計画（案）につきまして御報告さ

せていただきますので、別冊の資料をごらんください。 

 この計画（案）でございますけれど、平成27年３月に策定しました赤磐市スポーツ推進計画

に基づき今後の施設整備について策定しましたので、その概略を説明させていただきます。 

 まず、策定計画の趣旨でございますけれど、赤磐市では「人“いきいき”まち“きらり”」

を将来像に活力ある住みよい、住みたい、住み続けたい赤磐市の実現を目指し、市民の誰もが

いつでもどこでもスポーツに親しみ、生涯にわたって心身ともに健康で豊かな生活を実現して

いくため、スポーツ環境を整え、市民一人一人が日常生活の中でスポーツを取り入れることの

できる生涯スポーツ社会の実現に向け、誰もが気軽で楽しめるスポーツ推進を図るための基本

指針となる赤磐市スポーツ施設整備計画を策定しました。計画の位置づけといたしましては、

赤磐市総合計画のスポーツ振興に関する部門として位置づけるものでございます。計画の期間

といたしましては、平成29年度から平成33年度までの５年間を基本といたします。 

 スポーツ施設の状況でございますけれど、赤磐市のスポーツ施設については体育館、屋内プ

ール、野球場、テニスコート、多目的広場など数多くの施設がございます。吉井Ｂ＆Ｇ海洋セ

ンターを初め、施設改修及び部分的に施設修繕を行ってまいりましたけれど、老朽化が進んで

いることや市民のスポーツニーズが多様化してきたことなどから市民要求を十分に満たしてい

ない状況でございます。今後におきましては、既存施設の改修や適切な管理、設備の更新やレ

ベルアップ、市民ニーズに応じた施設整備などにより、競技スポーツや生涯スポーツの推進を

目指し、さらなる見るスポーツにも対応した魅力あるスポーツ空間の整備が必要となってまい

ります。 

 ３ページには市内の体育施設の一覧がありまして、今までの体育施設の主な改修状況を表１

に記述してございます。そして、表２にはこれからの主な体育施設改修計画予定を記述してお

ります。改修費用は未定ですが、各施設とも老朽化等により改修の必要が生じております。 

 ５ページには基本施策といたしまして、施設の整備と効率的な運営としてニーズに応じた施

設の整備、スポーツ施設の有効利用、効率的な管理運営を掲げ、今後においては財源の確保に

努めながら予算措置を講じて改修等を行い、既存体育施設を有効活用していく予定でございま

す。 

 以上、赤磐市スポーツ施設整備計画（案）について説明いたしました。よろしくお願いいた

します。 

 以上で教育委員会からの御報告でございます。 
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○委員長（北川勝義君） 教育委員会のほうから説明がありました。 

 何か質問はありますか。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） プールのことで聞きてんじゃけど、内容がちょっと違うんですけどい

いですか。 

○委員長（北川勝義君） はい。どうぞ。 

○委員（下山哲司君） 市長にちょっとお尋ねしてんじゃけど、29年７月19日、赤磐市長友實

武則、プールの設計監理業務委託の入札があって、資料を見れば構造が鉄筋コンクリートづく

りということで発注してあるんな。何か今話をいろいろ聞きょうると、ステンレスでやるよう

な話が業界のほうで耳に入ってくるんじゃけど、何でそういうことになるんか、ちょっと不思

議に思うんじゃけど。 

 それから、入札を落とされたＧＥＮ設計さんというのは、こりゃ吉井の給食センターしたと

きにちょっと問題になったんじゃけど、常識じゃ考えられんような値札を入れて、中の機器の

会社からバックをとっとったとかというような話が出とるわけじゃ。どうもこの人がかかわっ

たら何かいっつも問題があるような気がするんじゃけど、どうも納得いかんので、その辺説明

してほしいんですけど。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 今の下山委員の指摘の躯体等に関する仕様ですが、これについては細

かい部分になろうかと思いますので、担当のほうから説明をさせていただきます。その後にま

たお願いします。 

○教育総務課長（安本典生君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、安本課長。 

○教育総務課長（安本典生君） 下山委員さんのお尋ねのことでございます。 

 入札の設計仕様書の中では構造として鉄筋コンクリート造ということでお示しをさせていた

だいております。こちらにつきましては、水槽の中身、内装部分につきまして鉄筋コンクリ造

というわけではございませんでした。そこの部分につきましては、詳しくはこちらのほうで仕

様書の中には記述はしておりませんでした。本体の部分につきましては鉄筋コンクリート造で

進めたいというような方針で教育委員会のほうでも、平成28年度の当初予算のときから今現在

ある市内のプールにおきましてもほぼ鉄筋コンクリ造ということがあることなどからこういっ

たことで方針として進めており、またプールの水槽につきましても、当時の平成28年度の当初

予算を上げさせていただくときに比較検討のほうを、内部ではございますがさせていただいて

おります。その中では、アルミのプール水槽、そしてステンレス水槽、ＦＲＰの水槽、それか
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ら下山委員さんが吉井地域の出身ということでよく目にされたと思うんですけど、城南小学校

と吉井中学校はもうコンクリートのままの水槽ということでさせていただいておりました。そ

ういった関係で、プールがコンクリートでないのかなというようなことを思われたのかもしれ

ませんが、28年度のときにはそういったアルミ、ステンレス、ＦＲＰの比較のほうをさせてい

ただいております。その中では、耐久性などを考えてステンレス製のプールがよいのではない

かと教育委員会内部のほうではある程度の方針を示させていただいております。その中では、

こういった設計の仕様書の中にそこまで書いていないという部分では、ボーリング調査などを

して躯体の地面の強度、またそれから設計会社さんによる、ステンレスを我々のほうが選択し

た中では本当にそれがよかったのか、施工性、費用の問題なども再度検討してもらう必要もあ

るのではないかということで、こういった形の仕様とさせていただいております。 

 説明が不足しているかもしれませんが、以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員、よろしいか。 

○委員（下山哲司君） はい、ありがとうございます。 

 担当としてはそういう回答しかできんと思う。じゃけど、いつも委員長に叱られるけど、う

わさではというんじゃけど、うわさじゃいろんなあれが飛んどって、市長がかかわって銭もう

けしょんじゃねえんじゃろうかというようなうわさもあるん。じゃから、そねんことじゃ困る

んで、きちっと調査して、どういうことがあってそういうことがわしらの耳に入ってくるん

か、そういうことを調査してきちっとしてもらわなんだら、徹底的にやらにゃおえんようにな

るよ、こりゃあ。だって、この前のときの給食センターのときでも大問題で、できてしもうた

から言わなんだんじゃけど、やりょうること自体がむちゃくちゃじゃけえ。じゃから、このＧ

ＥＮ設計というんがかかわったらいっつも何か問題が起きよんじゃねんか思うんじゃけど、何

でそんなことになるんかよう調査して報告してほしいんじゃけど。できんのだったらわしらで

調査するけど、そりゃ執行部のほうから市長の責任できちっとやってもらわなんだら、そりゃ

何でもかんでも賛成するという話にはならんと思う。市長、どねえ思うんか答弁ください。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと先、関連でええかな。 

○委員（下山哲司君） 関連。 

○委員長（北川勝義君） 僕はこの中学校とかＢ＆Ｇとかあったとき、設計の段階に入った

ら、僕らも経験があるからわからんことはねえんじゃけど、設計業者がこれは僕がしょうたと

こじゃとかこう言うて、設計業者とられたりしたんがあったん。それはまあ、先生そういう物

言いしちゃいけんどと、僕は個人的に美作のほうの知った先生じゃったけえ言うたんです、こ

りゃ。今度は吉井中のプールも何か相談に乗ったりてごをする人がおりますが、直したりと

か。そしたら、今度は指名じゃのうて一般競争で、そこじゃねえとこがとったから僕にぼっけ

え文句言われたんよ、総務文教委員長じゃけというて。ふざけたこと言われなというて僕は言

うたわけ。じゃから、そういうやっかみもあったりする者もおろうし、それから何やかんやあ
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るんで、そういうことが。何でもやるんじゃったら初めから、急遽決めてやるんじゃのうて初

めから一般入札とか公募型とか、それから指名とか、やっぱり決めてもろうとかにゃあ、市長

はそういうようなことねえと思うが、そういう誤解が起きてくると思うんで、それは我々も関

係ねえことで聞かれたりするんで。 

 それから、今下山さんから言われたことで、僕は誤解とかうわさとか真実どうのこうのとい

う風潮で言うんじゃねえ、やってもろうて僕は給食センターもＧＥＮ設計やられたり、それか

らどこじゃったかな、ひかり幼稚園、違うたかな。幼稚園違うたんかな。あれは違う、やなぎ

じゃったか、幼稚園は。まあ割に指定業者も別に悪いと思うたことはねえんじゃけど、やり方

で僕は今初めてステンレスじゃというて言うたりするけど、ステンレスがええとかなんとかと

いうのは、プールというたら大体鉄筋コンクリートで、外へ、中側へグラスファイバーひいた

ぐれえなんがプールじゃと思よったんじゃけど、いろいろあると思うて、まあ検討してそうい

うことになったらええと思うたけ、そういうことの設計が悪い、ええとかというていうことに

なっとったらおかしげなことになるんで、そこらも踏まえて市長、答弁願いますので。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 済いません。所管が教育委員会ということではございますけれども、

私のほうから基本的な考え方を述べさせてもらいます。 

 このプールの構造については、基本構造は鉄筋コンクリートづくりで、その水槽部分はステ

ンレスを使用したものということが内部の検討で定められております。それを前提に設計を進

めているわけでございますけども、そのステンレス構造の中でこれもいろいろ材質あるいは工

法、そういったことでいろんな仕様があるようでございます。そういったことを踏まえて、こ

のプールについて基本的に使う子供たちにとって一番いいもの、あるいは耐久性、それから維

持管理の面についても赤磐市にとって一番有利なもの、こういったものを選定して設計に反映

するようにと教育委員会のほうへは強く申し入れをさせていただいております。いずれにして

も、公平に各メーカーの競争が行われるよう設計についても配慮をして行いたいということで

ございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 何で言ようるかというたら、市長ええ答弁してくださったんでええん

ですけど、そういううわさが出る。何か知らん、業界で言やあ１者に決まっとるような話にし

か聞こえてこんのよな。じゃから、そねえなことをしてもろうたら、そりゃ何か悪いことを、

市長が袖の下でももらよんじゃねんかという、そう言われるんが当たり前なんじゃ。じゃろ

う。それが何者もあって、それで市長がかかわっとってもどねえもならん、どこへ落ちるやら
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わからんというんなら何にも言うことはねんじゃけど、何で呼んだら参加させてもらえんよう

な、まあ全部がステンレスじゃなかったから一部になるんじゃから、そりゃなかなかいろんな

考え方もあるんかもしれんけど、じゃあけどその材質が今市長が言うたようにええか悪いかよ

そとも比べんわ、もうこれでぽんといって、ほんならそれが1,000円しかせんものを2,000円で

買よんかという話も出てくるが。そしたら、そういな話になったら、その1,000円はどこへ行

くんならという話になるんじゃから、業界では。じゃから、教育長ずっとおったんじゃから、

教育長あんた一番ようわかっとるんじゃから、教育長から答弁してくださいよ。 

○委員長（北川勝義君） いや……。 

○委員（下山哲司君） いやいや、ずっとやってきとんじゃろ、今28年から言よんじゃから。

委員会ではなかったかな、こういう話は。 

○教育長（内田惠子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

 教育長指名したりするのは僕じゃけんな。 

○委員（下山哲司君） はい。 

○教育長（内田惠子君） 28年度教育委員長としておりましたが、ここの入れ物はステンレス

にするというのはお聞きしております。が、詳しい幾つかの、申しわけありませんが、何点か

先ほど説明がありましたけれども、それについてのいろいろ検討した結果のみお聞きしている

という状況ではありました。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（下山哲司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） わしはこういうような話聞きょうたら、杉山の前の教育長がやめたの

は、これは面倒になるけえやめたんじゃろうかというようにしか、いいほうにはとれんのじゃ

から、次々転がしていきょうたらな。そんなことにならんように、きちっと調査して報告して

もらわなんだら、今の話じゃったらでたらめ、むちゃくちゃな話じゃけえ。設計事務所に問題

がありそうなわ、それからその業界ではそねえなトラブル話がいっぺえ耳へ入ってくるわ、そ

ねえなことでプールは……。 

○委員長（北川勝義君） じゃけえ、ぴちっと言うてあげにゃ、業界のどなたが言ようるとい

うのを……。 

○委員（下山哲司君） そりゃ、そういうわけにはいかん。そりゃ、向こうも商売があってい

ろいろ皆動きょんじゃろうから。 

○委員長（北川勝義君） じっつぁんみてえなやっちゃな。 

○委員（下山哲司君） 私も昔はそういうトップの関係とつき合いがあちこちあるから、１者
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ばあじゃねえからな。そりゃ、聞きゃあ次々何ぼでも聞けるんじゃけど、わしが根掘り葉掘り

やりょうたんじゃまた問題になって大きゅうせにゃおえんようになったら困るから、市長が調

査してきちっとあれをするわというて言うてくれなんだら、わしゃ納得できんよ、この問題

は。 

○委員長（北川勝義君） いや、答えがわからんが。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） うわさ話はともかくとして、おっしゃっている趣旨はよく理解しまし

た。今後も、先ほど言ったとおりではございますけども、公平に、そして何よりも優先すべき

は赤磐市民の利益、この赤磐市が子供たちにここで品質の高いプールを提供でき、そしてそれ

が安価なもので将来的にも負担の少ない、こういったものを第一に考えてまいりますので、そ

こらあたり御理解のほうをよろしくお願いいたします。また、経過についてはお尋ねいただけ

ればお答えするように準備をしてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 下山さん、よろしいな。 

○委員（下山哲司君） 市長がそういうて約束してくれるんならええんじゃけど、市長がきち

っと調査して、どうしてそういうような話が出とんか。それから、一番大事なのは、やるとい

うことに決まったらよりよいものをつくらにゃいけんし、よりよいものを安価で購入するよう

にせにゃいけんので、やっぱり１者でしかその対象がねえんじゃというような、もう絶対それ

問題じゃからな、今。じゃから、その一部分に関しても、全体の一つがステンレスだったらそ

りゃあちこち行くんじゃろうけど、一部分がステンレスじゃから言うんじゃけど、それにおい

てももう業者が、自分とこの設計事務所がここでなけにゃいけんのんじゃというような話にな

るんだったら、わしゃ徹底的に調べるよ。このＧＥＮというのは給食センターでなかったこと

をしたり、単価の面でも、同じようにいろんな業種があって偏ったようなあれで設計出しとっ

たり、でたらめなことをやっとるわけじゃ、今まで。じゃから、わしらも何十年もそういう業

界へおったから、ちょっと見たらこりゃむちゃくちゃなん入れとるなというぐれえわかるん。

じゃから、そんなことにならんように。だってこの入札、わしちょっと聞いたんじゃけど、皆

口つぐむ。口をつぐむということ自体がおかしいんじゃけえ、こういう人がな。おめえせえだ

ったらええんかというてもつぐむんじゃから。じゃから、そねんことが起きんようにせにゃ

あ。正々堂々とやっとんじゃというて返事をすりゃええのに、せんのじゃから、せんというの

はおかしいんじゃから。じゃから、何もかもがこりゃおかしいんじゃけえ、それでやるんだっ

たら、わしゃあ銭を使うてでも本職を雇うて調査してやってもええぐれえに腹が立っとる。じ

ゃから、市長がきちっとそういうことをやってくれるという約束をしてくれるんなら、もうこ

っから先は口を出さんけど、それでなかったら徹底してやるよ、わし。もともとがもめとんじ

ゃけ、わしゃ。その辺の答弁を市長、きちんとしてちょうでえ。そうでなかったら、きょうは
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帰ってすっきり寝れんわ。 

○委員長（北川勝義君） 寝んでもええ、起きときゃええ、３日ほど。３日ほど起きときゃ。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、市長。 

○市長（友實武則君） 繰り返しになりますから、長くならないように。先ほども申しました

ように、第一は公平に、公正にやるということに立脚してやらせていただきます。またよろし

くお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 下山さん、よろしいな。 

○委員（下山哲司君） はい、市長のあれに期待します。 

○委員長（北川勝義君） おえにゃあ、また百条でもしちゃりゃあええがな。 

 他にありませんか。 

○委員（大口浩志君） はい。 

○委員（松田 勲君） どうぞどうぞ。 

○委員長（北川勝義君） 大口委員。 

○委員（大口浩志君） スポーツ施設整備計画の案の中に、一例ですけどグラウンド・ゴルフ

場、30年以降未定、駐車場整備というようなことが入っとんですけど、県内各地からいいグラ

ウンド・ゴルフ場じゃというて大会等に御遠方からもたくさん来とられるようなことをお聞き

しとります。その中で、残念なんですけど昼間、助手席のガラスをたたき割られて盗難があっ

たとかというようなことも一部耳にしとりますんで、駐車場整備ももちろんなんですけど、残

念なことなんですけど防犯カメラ等のことがもしかしたら先かなと。よそから来た人がもしそ

ういうことに遭えば、赤磐市は何ちゅうとこならというようなことにしかなりませんのんで、

その辺のことも、グラウンド・ゴルフ場にかかわらず、先々で御検討をいただけたらと思いま

す。よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） 答弁ええか。 

 課長。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（土井道夫君） いろいろと御意見ありがとうございまし

た。今後におきましても、皆様が安心して利用できるようにいろいろな措置を講じていきたい

とは思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいな。 

○委員（松田 勲君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） 済いません。 
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 私のほうから、３ページ、４ページの通学費の補助の件なんですけど、検討の内容を表にし

ていらっしゃるんですけど、わかりやすいようなわかりにくいような。ただ、これずっと見て

たら、すごい難しく考えてらっしゃるなと思うんです。市民の方そんなに難しく考えてないの

に、結構難しく難しく、公平性をつけるためにもなんでしょうけど、逆に距離とか云々とかに

なったら公平かどうかもわからないようなところがあると思うんですよね。これ実際いつをめ

どにされようとしてるんでしょうか。来年度の当初予算に盛り込む予定なんでしょうか。その

辺をまずお聞きしたいですが。 

○教育総務課長（安本典生君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 安本課長。 

○教育総務課長（安本典生君） 現在検討中の高校等の通学費補助についてでございますが、

当初予算への盛り込みがなされるのかという御質問でございます。 

 現段階では制度がまだ煮詰めておりませんので、この案件がもう少し煮詰めれた段階で予算

化のお願いをさせていただけたらと考えております。 

 答弁になったかどうかわかりませんが、以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） この問題はもうずっと前から、私も言いましたしほかの議員さんも言

われております。もうそろそろ形が出てくるんかなと思ったら、まだこれ検討段階で、しかも

まだまとまってないような状態で、今の答弁だと本当にいつやるんか、目標がなかったら前に

進まんのじゃないですか、と思うんですけどね。 

 例えば、吉井なんかは、ここにも書いてるけど過疎債でやろうと思ったらできるわけでし

ょ。だから、一遍にやるんが一番いいんですけど、できるところからまずやっていくべきだと

思うし、駅までとか見たら、終点地点見たらこれ全部駅まで行くバス代ぐらいしか見てないん

かなと、そこまでしか考えてねんかなという感じもするし。要は学校までの交通機関、電車、

バス、送迎、そして自転車、これしかないわけでしょ、赤磐市内に高校がないわけですから。

だから、岡山向きに行くか、東備のほうに向かって行くか、津山のほうに向かって行くか、そ

こまでしかないわけでしょ。そういった中で、じゃあバスを使ったらどのくらい見るかとか、

電車使ったらどのくらい見るか、自転車だったらただというわけにいかんから何ぼか見るかと

か、送迎だったらと。でも、余り難しく考えよったら何もできないと思うんですよね。例え

ば、一律に何キロ以上だったら最低何ぼとか何か決めるとか、基準を決めていってそれにプラ

スアルファすればいいんじゃないですかね。余り細かく細かくするとあれですし、もし領収書

いるんだったらバスの料金が定期代で変わりますから、それの何掛け分出しますよとか決めり

ゃええ話でしょ。 

 とにかく、いつまでにやるんかという目標を決めんと、これ前に進まんのんじゃないです

か。今はまだ当初もあるかどうかもわからん、今からそんなこと言よったらもうとても、来年
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になっても同じことをずっと繰り返していって、そのうちにもう子育て終わる方がいっぱいふ

えてきてですね。 

 今、国のほうは高校の無償化、大学の無償化とか言ってるし、子供たちの小学校を含めてい

ろいろ無償化無償化というて、国のほうがもう進んでるんですよ。せめて、市の独自の政策だ

ったら市のほうが先にやっていかないといけないんじゃないですか。医療費の件でもそうだっ

たけど、和気町がやる前に早く高校までって、和気町がもう先にしてしもうて、結局国のほう

が小学校までペナルティーもなくなったわけでしょ。国のほうがどんどん変わってきとるじゃ

ない。市のほうが先に進んでるはずなのに、国のほうがどんどん進んでいってしまう、こんな

ことしてたら。だから、その辺もうちょっと目標を明確にしてやるべきじゃないかと思うんで

すが、いかがでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと関連したやつをええか。 

 言おうと思って、関連なんじゃけど、他の通学費の援助を受けていない方というの、誰も受

けとりゃすまあ。いやいや、僕は今、何でこんなことを書くんかなと思うてちょっとようわか

らなんだんじゃけど、３番目の……。 

○委員（松田 勲君） 生活保護。 

○委員長（北川勝義君） まあ、要保護とか生活保護、そんなことはわかっとる。他の援助と

いうそういう書き方がええんかどうかわからんけど、今そう思うたんが１点と。生活保護、そ

れしか考えられんと思うとるけどな。 

 それでいったら、進学者が1,125人でアバウト約1,100人ほどじゃが。場所場所でやり方、自

宅から行くんか、中学校区から行くんかいろいろメリット、デメリットある。把握の仕方があ

るし、何割が行きゃあええんかわからん。その中で、どのくれえを考えとん、金額を。金額は

計算しとらんのん。例えば、何千万円要るとか。どんなん、これわかりゃあ。 

 それで、今同僚の松田委員が言ようる話じゃねえけど、ずっと言よん、もうタイミング的に

いうて、実のところ中学校のプールへ戻る話なんじゃけど、来年の10月にできるというたら来

年の中学１年だったら使えんなあと、こういうて残念がりょうるわけなんで、１年、２年、３

年というのは、極端な話したら。再来年はええわけじゃ、小学校５年生の子から該当になると

いうのは。それまで、来年１年になる子はあと２年使えるというて楽しみになるというのもあ

るんじゃけど、これももう１年でも行くときで早うならな、また話でしょうったらいつまでに

なるんで。やっぱり市長、子育てせえというんじゃったらいつごろやるというのだけ、大体の

計画いつあるというのをわかりゃあ言うてもらいてえなと思うて。ちょっと松田さん黙っとい

て。下山委員じゃねえけど、下山委員の言ようるプールやこうよりこれをつけと言う人もお

る。プールつけと言うんもおる。それは、言うのはたまたま卒業してもう高校進学になったか

ら、中学生の該当があるとこの家は、両方あったところは、どっちが先じゃねえ、両方してく

れとこういうて言ようたんで、卒業せん間にというのがあって。いつごろやられるかという
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の、考えがあったら、松田さんの言われた話じゃねえけどあわせて教えていただきてえ、考え

方を。まだすぐ、これ言うたからきょう決定じゃというんじゃねえんじゃけど、もし言える範

囲で答えていただければなと思っております。 

 誰が答える、それは市長でもいい。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） ２つ大きな要点がございます。 

 １つは、先ほども担当のほうから説明がありましたように、本当の意味で公平な補助のあり

方、特に赤磐は鉄道駅がないと、熊山にあるのみでございます。そして、市内に高校がないと

いうような状況も踏まえながら、公平な補助制度のあり方をしっかりと検討しないといけない

と思っております。その制度について、先ほども説明にありましたように、この赤磐の地域特

性、各地域の特性を見ますと多様化しております。そういったところを含めて、公平な制度を

つくるための検討は慎重にやらないといけないということで検討を各種させていただいており

ます。この検討を早くに完成させていきたいということが１つございます。 

 それから、もう１つには、この実施をしようと思えば大きな金額の財源が必要になります。

この制度のとりようによっては、多くの費用もかかる制度にもなりかねないような状況でござ

いますので、このあたり制度設計と財源確保、これを両輪で検討をしていかないといけないと

いうことが私どもに今大きな課題としてかかっておりますので、これらをまた進捗状況、皆さ

んにお知らせしながら検討結果を皆さんと共有できればと思っておりますので、できるだけ早

く答えが出るように頑張ってまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 委員長、よろしいか。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○委員（下山哲司君） ぱっとこれ見て思うのは、過疎債が100％充当じゃと……。 

○委員長（北川勝義君） 関係ねえこれ、吉井のことは関係ねえ。 

○委員（下山哲司君） 充当じゃというのに、何でほんなら、どういう内容だったら過疎債に

全部充当するんじゃというのはわしらにはわからん、言うてもらわなんだら。 

○委員長（北川勝義君） 吉井だけじゃ、そりゃ。吉井しかできん、それ。 

○委員（下山哲司君） じゃから、吉井地域。 

 じゃから、早う言やあ岡山の高校行くのに周匝から来るんとここから行くんとは違うんじゃ

けえ、レベルが。バスの料金にしたって。 

○委員長（北川勝義君） いや、違う違う……。 

○委員（下山哲司君） それがあるからこういうものが対象になるわけじゃけえ。その対象に

なるものを手続しちゃらんから、考え方によったら市が手続しちゃらんからもらえんのじゃと
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いう考え方じゃけえ、僕らに言わせたら。手続をしちゃるあれをしちゃらんということじゃけ

え、早う言やあ。何でそんなことがわからんのじゃろうか思う。教育長だってそうじゃろう。

大体、教育委員ひっさしたり、教育委員長したりしとって、何でそんなことが、プールのこと

やこう先先先先言うて。前も言うとるように、もらえるものをもらう手続をしてあげるだけの

ことじゃない。 

○委員長（北川勝義君） 違うっちゃあ。 

○委員（下山哲司君） 吉井地域に関してはそうじゃが。 

○委員長（北川勝義君） 違う違う。 

○委員（下山哲司君） 一番困っとるのは吉井地域じゃろう。津山行っても遠いし、岡山行っ

ても遠いし、和気行っても遠いし。そりゃあ、じゃからできるとこからできるとこからやると

いうことをしてくれなんだら、ただ手続のてごみたいなもんじゃが、こりゃあ。過疎債をもら

う分に関しては。 

○委員長（北川勝義君） 違うがな。 

○委員（下山哲司君） ほかの分は時間かかってもええわ。じゃけど、その対象になっとると

いうことは、使いなさいよと言うてくれようるわけじゃから、何でその手続ができん。そした

ら、こういう内容だったら充当されるんじゃという内容も示さんが。そんなことでよう考えよ

うるじゃしょうるじゃというような話にならんのじゃということを僕は言よんじゃ。 

○委員長（北川勝義君） 下山さん、言わりょうることはわかる。 

○委員（下山哲司君） きょうはこのぐれえでやめます。 

○委員長（北川勝義君） 違う。吉井地域の過疎債というのは違う。こういう事業をしたら、

吉井地域は過疎債が充当できますよということなんでそれの……。 

○委員（下山哲司君） 言い方変えて。 

○委員長（北川勝義君） 言い方変えとんじゃねえ、わかっとる、また別で。せんけんでき

ん。いろいろの中で全体、赤磐市のことを考えて言よんじゃけえ、そこのところはまた。 

 それで、市長、金額がどのくらい要るというんか、億の金が要るんかもしれんけど、２分の

１にしてみるんじゃとか、参考にというて言やあ何割にしてみるんじゃとか、家からいろいろ

あると思う。そりゃ、僕が言いたかったのは、松田さんに、早急にやらなんだら市長、何のた

めに、子育てするならあかいわというて言よんで。それをしたら、こんな自動運転でめがされ

たんやこう目じゃねんじゃ。ここで一般質問しようと思うてせなんだんじゃけど、子育てする

ならあかいわというのはこういうことをやって上げてもらいてえということの、上げんからプ

ールがあれじゃとけちをつけたりするわけ。市民にも、議員にもレベル低い、僕を含めてよう

けそんなん多いから。予算がふんだんにありゃできるけど、できにきいところもあるから、そ

こをどうするというの、今から全額100％見ちゃるというたら大変なことになると思うから、

例えば５割見とくんじゃとか、５割が次のときには７割できるとかという。５割が妥当だとか
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全然思ようらんよ、もうわかりょうらんのじゃけど。それで、僕は金額全体どのくれえかかる

んならというのを初めから聞きたかったわけ。僕らで、総務文教委員会でこんだけの1,100人

行く場所によって違うけど、アバウトに計算、今の状態でいったら１億円かかりますよと、

100％したらと。しかし、これ５割にするんじゃとか、次から６割にする、そういうたたき上

げになることも我々に教えていただきてえということを言いたかったんで。そうしたら、逆に

こんなことは大変失礼なことになる、別に吉井地区がどうのこうの、こっからでももうちょっ

と遠い、便利の悪いところでレベルが一本上というたらちょっと言い方悪いけど、そういう専

門の自分の行きてえところに行けれる場合もできますが。金がねえためにそれはちょっと我慢

しょうかという、僕らもそうや、そのいろいろのことがあるし、３年生というのは、高専やこ

うの場合は３年で終わるというのはあるんじゃろうけど、そこはどこら辺まで見ていくかとい

うのを早急に今後やってもらいてえと思うんですよ。 

 ああじゃこうじゃのうて、大変言い方悪いけど、こけえおられる方はほとんど高校の子育て

が済んだ者ばあなんじゃ、自分が。自分が今子育てしょうるときだったら、どれだけ要るとい

うのがあるんじゃ。僕らも、こういうことを言うちゃ悪いけど、和気へ２人行きょうて、片鉄

バスじゃって、宇野バスと片鉄じゃ1.7倍ほど片鉄が高かった、バスが。送っていく、うちら

子供の手に合わんから、２年生になったら免許を取ってオートバイ買うてくれりゃ行くという

て、一遍も乗って行かなんだけどな。結果バスで行くんじゃけど、親が送って行ったり時間帯

がねえからというていろいろやりょうたんじゃけど、そこのところ。要るときもそういう経験

があったから、一遍に６カ月も定期は買えんと、高過ぎるから。安うなるんじゃけど、お金が

一旦要るからということで２カ月しか買わんとかというのをやりょうた。じゃけえ、そこのと

ころがあるんで、できたらいつごろにできるか、下山さんが言ようる話じゃねえけど希望を持

たすというたら言い方悪いけど、いつじゃというのを早う。これ議員一人が質問したんじゃね

え、何人も質問してきとんで、どのくらいになるん。率は、率まで言わんのんです、100％や

っちゃってくれえ、100％はええけど、早うしてもらいてえなと思うて、それを踏まえて市

長、もう一遍答えというたらおかしいけど、答えてもらえんか。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） 時期については、できるだけ早くという表現をさせていただきまし

た。今ここで、例えば来年４月に実施するというのが……。 

○委員長（北川勝義君） いやいや。 

○市長（友實武則君） 責任を持って言えませんので、今いただいた御意見をしっかりと持ち

帰って、時期についても検討させていただこうと思っております。どうかよろしくお願いいた

します。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 
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 松田委員。 

○委員（松田 勲君） なかなか大変だと思うんですけど、計算したら、例えば月5,000円１

人に支給したとして、約7,000万円なんです、年間で。 

○委員長（北川勝義君） 単純計算すりゃあな。 

○委員（松田 勲君） 単純計算したら7,000万円ぐらいになるんです。それじゃあ高いか

ら、ちょっと抑えようとしたら、例えば今公共交通機関を使っている人を対象にまずするとか

して、それの例えば一律に何ぼにするとかというのを決めて、そこから始めていくとかです

ね。ある程度地盤ができてきたら、自転車通もいろいろおるけど、でも基本的に公共交通機関

を使っていただくということがメリットにもなると思うんですよ。さっきの宇野バスさんにし

ても何にしても、市のバスにしても、使っていただくということを前提に公共交通機関を使っ

てもらう、今まで自転車で瀬戸高行ってた子がやっぱりバスに乗ろうかとかなれば、また経済

にもつながっていくと思いますので。そういったことも踏まえて考えていかれたらいいんじゃ

ないかなと。一遍に、公平なんが一番ですけど、誰も全然もらわない人はまた文句も言われる

と思うんですけど、まず公共交通機関を使ってる方を中心に、全額じゃなくて半額でもなくっ

ても、例えば何ぼという形で出すとかということも考えてもいいんじゃないかと思うんです。 

 とにかく、早く手を打たないと時は過ぎてしまうと思います。もう去年の今ごろも同じこと

言ってたと思うんです。今まだこんな状態なんでびっくりしたんですけど、その辺を踏まえて

考えていただきたいと思います。市長、どんなでしょうか。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） 公共交通機関を活用している人をまず先行的にという意見でございま

す。それは検討の中で当然考えてきたことでございます。しかしながら、赤磐市で公共交通機

関が通っているところばかりじゃありません。桜が丘とか旧山陽のあたりは宇野バスが通って

おりますけども、例えば赤坂あるいは吉井あたりへ行きますと、宇野バスの便数も実用になら

ないぐらいの減便が実施されております。そういったことを踏まえて、公共交通機関を利用し

ている方のみを先行的にというのは大きな不公平を呼ぶという判断もありまして、どういった

形がいいのかっていうのをよく考えないといけないということで、この検討も申しわけないで

すけど、複雑化してきているところでございます。 

 そういったこともありますけども、言われている御意見の気持ちもよくわかります。早く答

えを出して、お諮りしていきたいということは間違いございませんので、よろしくお願いいた

します。ありがとうございます。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 委員長もさっき言うたように、これから来年子供を行かそうかという
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のにお金が何ぼ要ったらいけんけん、ほんなら林野で我慢しょうかという、こういう話になる

から。 

○委員長（北川勝義君） 早うしてほしい。 

○委員（下山哲司君） じゃから、できるだけ早う示してあげていつからどのくらいという

て。また、吉井地域においては、平等にないから過疎債がつくんじゃ。してあげることで平等

になる。平等というんだったら、そういう考え方を持ってもらわにゃ。平等でないからつくん

じゃから、国民として。じゃから、その辺をきちっと、吉井地域はほんならいつまでにします

ぐれえ言うてもらわなんだら。 

 簡単なこっちゃ、銭だけ目いっぱいもらえばええんじゃけえ。ここが決めるんじゃねんじゃ

けえ、国が決めたのをもらえるだけもらえばええんじゃけえ、何にもぼっこう難しい話じゃあ

りゃへんが、吉井地域をするのに。何で一番問題のところがそねえ後回しになるんかという、

それがわからんというて言よん。その答弁だけください。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 友實市長、ちょっと待って。 

 下山さん言うのわかるんじゃけど、下山さん趣旨をわかって言ようるか、わかりょうらん

か。 

 僕らの言いたかった、松田さんも皆言われようるのは、一日でも早う示してほしいと。

100％示してくれと言よんじゃねえ、100％出すか100％出せんでも、例えば３割とか２割でも

ええ、５割６割でも、７割補助じゃったら７割補助でもええし６割でも、それをしてもろうて

次の年は、ひょっともっと進んだ８割になっていくとかというようなことも必要だと思うん

で、そういうことも踏まえて、私の考え、下山さん言われた、吉井は過疎債が使えるから吉井

だけ吉井だけというわけには、僕らも吉井の市議会議員じゃねえ、赤磐市の市議会議員で委員

会も構成しとんじゃから、そういうことも踏まえて、早急にやってもらいてえということを絶

えず下山さんが言われようることだと思う、それはもう前から言ようることで、そこのところ

も踏まえて答弁願います。 

○市長（友實武則君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） ありがとうございます。きょういただいた御意見、本当にごもっとも

な御意見ばかりなので、よくこれを持ち帰って、繰り返しになりますけどできるだけ早期に実

現するようこれから努力をさせていただきます。どうかよろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 下山さん、そのくれえでえかろう。 

○委員（下山哲司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） とりあえず、今読んだこれも出てきただけ参考が出てきょうること

じゃから、前向きになっていきょんで、できりゃあプールもできることで一緒に予算もつけて
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もらいてえというんが僕らの考えなんで。 

 それで、スポーツ施設の整備計画、これも各関係者、使用者ですな。例えば一つのことをい

うたらグラウンド・ゴルフ場でいうたらグラウンド・ゴルフ使う人とか、それから西山グラウ

ンドで野球とかソフトするならする人、その子らの意見もよう反映させてあげてください。そ

れとまた、近隣のやっていくとこ、例えばナイターでもつけたら、西山グラウンドナイターつ

けたら稲がおえんけえおえんという場合もあるし、そこらの住民とのトラブルにならんよう

に、そこのところをやって順次進めていただけりゃええと思うとんでよろしくお願いしたいと

思います。 

 それからもう１点、これ全然関係ねえことかもしれんのんですけど、実は７ページの永瀬清

子のことの登録有形文化財になって、これ吉井の尋常小学校のはこれは赤磐市のもんですわ

な、管理者は。赤磐市が直しょうりますわな。それで、絶えず今思うて、一遍二遍ほど色を塗

ったんじゃけど、本当この間から見てもうぼろぼろになってきとんで、できたら、ふんふんと

いうて土井課長な、わかっとんならしてくれにゃあ。そうなってきょんで、手直しできる範囲

とか、それをどうしてもそのまま登録有形文化財じゃからそのまま直さにゃおえんじゃのう

て、もしおえなんだら下のとこの板だけはステンにかえるとかなんとかの方法論を、言葉は悪

いですけど貧乏人の銭失い、もつようなもんで、似たようなもんでやってもらわにゃおえんの

んじゃねえかと思うとんですよ。学校教育の中で人権教育本当に大事なことと思うとります。 

 それからもう１点、７ページの特定非営利活動法人永瀬清子生家保存会がこれの持ち物とな

っとんですけど、これについては旧熊山町の中で、釈迦に説法、実盛さんがおる前で言う話じ

ゃねえけど、熊山の中では図書館と記念館をつくってやるということでこれは受けないという

ことで受けなんで、今こういう営利活動の団体が受けて、僕も永瀬清子の詩の朗読のとき毎回

出ております。それもそうやるということで話できとりますわな。それで、ここの家の保存ま

でにはやらなかったと、お金をかけなんだんですけど、国土の歴史的ということでなった、こ

れはなってすばらしいことですが、特定非営利活動団体があるんですけど、それについてやる

ときに、国からは例えば1,000万円直す修理代認められたら500万円出ると。出た場合に、赤磐

市が黙ってほっとくんかというのもなかなか前のこともあるけどしにくいんじゃねえかなと思

うて、ここらのこともどう考えられとるか。これなったからおえんとかという話しょんじゃね

え、大変すばらしいこっちゃけど、どう考えとるか教えていただきたいというのが１点。 

 それから、この特定非営利活動法人永瀬清子生家保存会なんですけど、これ１つ物申さにゃ

おえんのは、たしか11月10日に議会報告会でいきいき交流センターでしたときに、その関係の

人から映画ができたから、時々テレビでやりょうたけどできた、永瀬清子生家保存のやっとん

のができたということで、パンフレットもろうて、ぜひ来てください、行こうと思うて、12月

３日の人権を考えるつどいが13時から５時まで、中央公民館でやるんですよ。私はそっちのほ

うへ必ず出席するんです。そういうときにあわせて、同じ日に永瀬清子というて映画するん。



- 54 - 

僕はもう絶えず言ようる、今まで行政が、議会運営委員会のとき言ようりますわな、下山さ

ん、あわせてくれなと。どうしても仕方ねえ場合あるけど、こんなことをしたら行こうにも行

けれんのんで、重複になってくるんじゃねえかと思うんで、ＮＰＯといえど活動していくんじ

ゃったらこの日はこうですというて行政にも相談してやってもらわにゃあいけんのんじゃねえ

かなと私は思いました。そこら辺があるんで、そこのところどねえ考えとるか。 

 それからもう１個、特に教育委員会じゃけえあえて言わせてもらうのは、８日に議会事務局

長は出ておられたけど、10日に、議会報告会で議長のほうへ報告して全部上がってくるけど、

山陽団地のあそこの何の家かな、子育てしょうるあの……。 

○委員（下山哲司君） 子どもの家。 

○委員長（北川勝義君） 子どもの家の関係の。どんぶらこの方が皆言うた、あそこは貧困な

貧困なというて、山陽団地は貧困な貧困な子供でという言い方されたと思うんで、余り聞きょ

うて聞き捨てならんような気がして、貧困貧困というて何を。前は市長の発言で、議会報告会

じゃけえ市長がそういう発言があってという話を捉えていうんじゃけど、何かひとり歩きしと

んで、そういう活動しょうる団体も、赤磐市とか国の助成をもろうて頑張ってやられて、感心

しとるわけじゃ、僕らやってもねえ。間違うたことをそういう報告やこうをしてもらうように

なってねえんじゃねえかなと１点思うたんで、そこらのことは今後教育委員会のほうとして

も、教育長、それは違いますよというのを明確に言うていただかなんだら、赤磐市の最高指令

者が貧困なとか言うて、子供の差別とは言いませんが、そういう発言をしとるとかというよう

なことを言われたら、足をとられる思うて、引っ張るようになるんで、大変不愉快だったん

で、僕は次からもうこんなあれは出とうねえとこういう性格言うて、議員の皆さんには迷惑か

けるけどあるんで、そこらも考えとってください。これはどうこういうことじゃねえ、山陽団

地が貧困貧困というけど、山陽団地より貧困なところは赤磐にはもっとありますよ。私はそう

思いましたんで、どこがどうか、貧困ナンバーワンで部類を出したり、市長がそれを言うて回

りょうるように言われたら憤慨だったんで、一遍調査じゃねえけど聞いてみてください。調べ

てみて、別に他意はありませんから。僕の言いてえの、それを言いたかったんで。 

 以上です。 

○委員（大口浩志君） 委員長、その他でいいですか。 

○委員長（北川勝義君） この分で、教育委員会の中ので。 

 まだ消防本部がある。 

○副委員長（永徳省二君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、どうぞ。 

○副委員長（永徳省二君） 教育委員会資料の６ページの１番、いじめ認知件数っていうのが

あって、これは28年度、ほかもそうですけど、100％解消してるっていうふうになってるんで

すけど、こんなこと本当にあり得るのかなと。教育長も必ずいじめって存在するっておっしゃ
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っておられますよね。こんな100％いじめが解消してるって、これ本当なんですかっていう確

認です。 

○委員長（北川勝義君） 100％解消しとるというて。お互いの折り合いがついたんじゃろ

う。 

 はい、課長。 

○学校教育課長（松井啓子君） ありがとうございます。先ほども説明の中で申し上げさせて

いただいたんですが、解消したというのは一旦学校が間に入って子供たちに指導をして、一旦

収束したような形になったものを解消しているというふうにこれまでは捉えておりましたが、

今後、長くその状況が続かないといけないという指導も入っておりますので、そのあたりにつ

いてこれからはもう少しこの数字が100％じゃなくなってくるだろうというふうに予想してお

ります。 

○委員長（北川勝義君） わからんな。 

○委員（下山哲司君） 取り方が違う。手がけたものが解消したと。 

○委員長（北川勝義君） そうそう、手がけたことがな。 

 はい。 

○副委員長（永徳省二君） 内田教育長、これ実際どういう認識なんでしょう。100％解消し

てるってもう書いてあるんですけど。 

○委員長（北川勝義君） 案件がじゃがな。 

○副委員長（永徳省二君） どういう認識なのか。 

○教育長（内田惠子君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育長。 

○教育長（内田惠子君） この100％というのは、47件いじめとしてそれぞれの学校でそれぞ

れの関係者の方が把握をしました。それについて調査、それから解消に向けての取り組みをし

て、とりあえずと表現させていただきましょうか、解消したと判断をしたものという数字の

100％でございます。 

○委員長（北川勝義君） 聞き取り調査やっただけじゃがな。 

○教育長（内田惠子君） 聞き取り調査だけではございませんが、各家庭との連絡、そういう

ことも含めた解消というので上がってきた報告の数字でございます。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○教育長（内田惠子君） 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 大口委員。 

 あ、一応これじゃねかろう。 

○委員（大口浩志君） その他です。 
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○委員長（北川勝義君） それでは、教育委員会のほうを終わりたいと思います。 

 消防本部のほうでお願いします。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 消防本部の資料のほうごらんいただければと思いま

す。 

 平成29年度の秋季火災予防運動行事について御説明させていただきます。 

 先月の委員会のほうでも報告させていただきましたけれども、現在秋季火災予防運動を実施

中でございます。11月９日から15日まで、16事業のほうを展開させていただいております。あ

すで最終日になりますけれども、火災予防運動の目的であります火災予防の普及高揚と火災の

撲滅、そして危険物施設の災害防止、この当初の目的が達成されますよう最後まで事業完遂に

期していきたいと考えております。 

 また、今回初めてさせていただいた事業で、消防フェスの来客数の報告をさせていただきま

す。約800人の来客のほうをいただきました。大盛況なフェスになりました。来年度も継続し

てこの事業を展開させていただきたいと思います。今年度の反省を踏まえまして、よりよい事

業展開ができますよう努力してまいりたいと考えております。 

 次に、資料はございませんけれども、６月の委員会で救助工作車の更新事業の報告をさせて

いただいております。12月の中旬に中間検査を実施する予定となりました。検査結果と車両作

製の進捗状況につきましては、来月もしくは１月の委員会で報告できるかと考えております。 

 消防総務課からは以上の報告となります。 

○委員長（北川勝義君） 消防本部のほうから終わりました。 

 何か質問ありますか。 

 一遍消防車見に行かなおえんなあ。どこでつくりょんな。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○消防本部消防総務課長（井元官史君） これは兵庫県の三田市の森田ポンプの工場になりま

す。 

○委員長（北川勝義君） ああ、前から行こうというて行かんだけじゃ。誰も行こう言わんけ

えな。 

○委員（松田 勲君） １回行こういうて。 

○委員長（北川勝義君） あれは流れたな。 

○委員（松田 勲君） 流れた。 

○委員長（北川勝義君） 下山さんが委員長のとき行こうというて流れたのう。 

 見ても余り銭を使うて行きょうたら怒られるから。 
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 ほな、消防本部よろしいな。 

 それでは、以上で事業の進捗状況については終わりたいと思います。 

 (2)のその他に入りたいと思います。 

 その他で、執行部のほう何かありましたらお願いしたいと思います。 

 執行部のほうありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、委員の皆さんその他何かありましたらお願いします。 

 大口委員。 

○委員（大口浩志君） 私自身もいつ加害者になるかという状況なんですけど、先日の中国自

動車道で大学４年生の女の子が亡くなられた事故があったと思います。高速道路を走る車は消

防が多いのかなと思ったりしますけど、同じようにパンクしたり、交換用のタイヤをぶら下げ

とる車というのは軽トラを始め、さっき見に行った給食センターの配送車等も含めてたくさん

あると思います。あの事故のニュースを受けて、赤磐市ではどういう対策をとられとんでしょ

うか。民間運送会社なんかはすぐ動かれて、いろんな対策をとられとるように聞いております

が、いかがでしょう。 

○委員長（北川勝義君） 総務部長。総務部長じゃろう。 

 何もとっとりゃすまあ、おめえら。 

 何もしてなかろう。 

○総務部長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 総務部長。 

○総務部長（前田正之君） 確かに、痛ましい事件だということで認識しております。公用車

の管理、そして公用車を運転する心構えとしてそういったことにならないようこれから、現在

までは何もできてないのが現状です。せっかく貴重な御意見をいただきました。肝に銘じまし

て、これから対応のほうを当たっていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（大口浩志君） よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと確認なんじゃけど、消防長、議会報告会のときに警察のや

火事や救急のことがあって、高速道路は和気までとそれから岡山市じゃというてこう答えたん

じゃ、僕が。和気から赤磐までだと、救急とか出るのは。それはええんじゃけど、その後に、

相互乗り入れの火事やこう、泥棒やこうは警察が捕らえれば現行犯でいくんじゃけど、なあ議

長、そう言うたがな、僕が。うちの消防のとき、前のときと変わったんかもしれんけど、和気

町じゃな、今の、塩田というのは東の出張所からいうたら。備作大橋渡ったらもう町外です

が。じゃけど、うちのとこが近えから、うちのが苦木とか塩田にまで消防、救急は行ったりし
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ょうるという、あったんじゃ、前は。それで、向こうからも近えときは来てもらうという、う

ちが消防車も救急車も少ねえからということじゃったんじゃけど、前そのとおりじゃったけ

え、前そういうことしょうるというのがあったから僕言うたんじゃけど、どんなんかな、今や

りょんかな、ねえんかな。もう違うとったら、議会報告会に言うとんの僕言うたのそれじゃけ

え、訂正しとかなんだらいけんと思うて。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） これについては、基本的には赤磐市の消防ですので……。 

○議会事務局長（奥田吉男君） そっちで答えてください。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 消防長。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） 基本的には、赤磐市の消防ですので赤磐市の……。 

○委員長（北川勝義君） そんなことはわかっとんじゃけど。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） はい。相互応援協定等でそういった必要性があって向こう

から要請が、佐伯ですから東備消防、こういったところから要請があれば当然応援に行きま

す。 

○委員長（北川勝義君） 違う違う、行きますというて。 

 火事は行かにゃおえんの。火事もあるんじゃけど、救急で塩田の人が、向こうから来るの遠

いから、これ前あったからやりょうたから、赤磐市になってもやっとったから、僕はやりょう

ると思うとるから、塩田の人が救急車がいうたら来るのは時間、向こう東備消防もずっと救急

車置いとるわけじゃねえから、ねえ場合は、こっちの北出張所が行きょうたんがあったから。

実際行きょうたから、逆のもあったから、そういう相互乗り入れができとんじゃろうから、そ

ういう近隣にはしとるというて議会報告会で報告したわけ、僕が。違うとりゃあ僕が報告やり

直さにゃおえんからどうなっとんならと言うたのに、一々あるたびに人がなったときに、そん

なよう常識で聞いてくれ。病気になって救急車呼ばにゃおえんときに救急車、東備消防におっ

たら東備消防がうちは一杯じゃからおらんというて言うたときに、はいほんなら近くじゃけえ

赤磐北消防署を呼びます、相互連絡して、そんなことじゃのうて、そりゃできとんじゃねんか

ということを言うたんじゃ。今できて、継続しとんじゃねえんか。してねえんじゃったら、今

までしとったけどできてねえならできてねえと言うてくれ。できてなかったら、僕が今度議会

報告会でそれは違うとったんじゃ言わにゃあ、僕はずっと今までそういうことできとったか

ら。それを確認しょんじゃ。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） それについては、しておりません、実際。 

○委員長（北川勝義君） 今まで行きょうたんは何で行きょうたん。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） いや、今までも行っておりません。 

○委員長（北川勝義君） 行っとる、行っとるから報告したんじゃもん。事実乗っていっとっ

たんもあって、ありがとうございますというてそのとき来たんじゃもん。 



- 59 - 

○委員（松田 勲君） 要請があったから行ったんじゃねん。 

○委員長（北川勝義君） 救急よ。行ったんじゃ、そりゃあ。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） 私のほうでそれは把握してないんですが、基本的には備作

大橋の真ん中が境になるんで、その向こうあたりであって、そういった……。 

○委員長（北川勝義君） そんなことはわかっとる。河床があって川の中で事故があったら備

前市はこっちを押せというて、赤磐のほうへ、赤磐市は備前へ押せというて河床でやるんじ

ゃ、けんか。わしゃ、その現場へおって、県警本部長が最後合同捜査するというて終わったん

じゃ。僕はその現場へおったんじゃもん、３時間大げんかしょうたんじゃもん。そんなことは

わかっとる。佐伯の議会がやりょうた、職員のとき。じゃけえ、そのときに聞いたり、それと

は違うて赤磐が合併したときには。ほんならうそじゃったんか、あれ言ようったのは。事実行

ったよ、塩田行った。塩田の助かりましたというて物すげえ町長もいうて行ったんは覚えと

る。それで、それがいまだに相互乗り入れのがやりょうるから、火事の応援とかじゃねんよ。

そういうなんで僕あったと思うたからこの間答えた。なかったんかな。ほんなら、隣に消防車

がおって一線離れたらもう行かずによそへ行くんか。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） はい、基本的には行っとりません。 

○委員長（北川勝義君） 基本的にはじゃのうて……。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） 行っとりません。 

○委員長（北川勝義君） 今まで過去ねえんじゃな。 

○消防本部消防長（矢部敬史君） はい。そういった例はありません。 

○委員長（北川勝義君） いや、そんなことはねえ。わしおったんじゃもん。お礼まで言われ

たんじゃ、わしが。行ってもろうたんじゃもん、救急で行ったんじゃもん。 

○委員（下山哲司君） 旧町のときじゃろ。 

○委員長（北川勝義君） 旧町でない、赤磐市になって行っとる。北行っとる。わしおったん

じゃもん、おめえ。そりゃ、現状腹が痛えからというて呼んだんじゃねえよ。まあ、よろしい

わ。違うとったら僕は、これは議会報告会で言うとるから、総務文教委員長として言うとるけ

えわし断りをせにゃ、違うたら言わにゃおえんということを、訂正でも何かせにゃおえんと思

うたから言ようるだけのこと。 

 いや、僕は確かに行ったと思うで。そりゃ、わしおったんじゃもん。わしが通報者になって

ねえかもしれんけど、第一発見者、通報者と一緒じゃ。救急車も呼んじゃった。そこを呼びょ

うたら時間かかるけんここを呼ばにゃおえん言うたけえ、呼んじゃったんじゃ、わしが。わし

が覚えとんじゃもん、呼んで、来て、塩田の者で。 

○委員（松田 勲君） 北川さんが言ようるだけじゃ……。 

○委員長（北川勝義君） いや、僕が事故した、この間も呼んだんじゃ。この間呼んだら、け

がしとんのはどねえなんなら、折れとるようなけえ行かにゃあ、そっちの腕はどんなん、僕に
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言うてもわからんわ、僕は通りすがって電話しちゃりょんじゃけえ、いやそこの頭は打ってね

えか、どういう向きになっとる言うけえ、おめえええかげんにせえというて、このスナミさん

のとき。スナミさんは、北川さんありがとうございます、選挙は入れてねえけんよ、北川さん

にというてまで言われたんじゃけど。したんじゃもん。 

 何を言うてくれようる、おめえ、わしは作り話やこうしょうらんわ。一緒におったから、事

故のとき行ったんじゃもん。 

○委員（松田 勲君） 119番鳴らして。 

○委員長（北川勝義君） ええ、私は赤磐消防署の北へ電話しました。こういうときは早う来

んからというて。行ったんじゃもん、そりゃもう。 

 僕が言よんのはうその話をしょうりゃへんから。ただ、それがあったけえ、そのときありが

とうというて言うたら、塩田は喜んでくれたんよ。ありがとうございますというてぼっけえ言

うてくれた、北川さんありがとうございますというて。やっぱり近くあったらええなというて

いう話をしたんじゃ。相互乗り入れか何か知らんよ。それが、言葉が悪いけえ僕は相互乗り入

れかなんかという、しとんかなと思うたん。それはもう間違いない。 

○委員（松田 勲君） 臨機応変に……。 

○委員長（北川勝義君） してねえんじゃ。ほんならおめえ、今度出張所の前のところで、備

作大橋のところで、向こうへ１メーター、真ん中、センターより１メーターというて向こうへ

ちょっと押すんか、今度は、ぱっとこうして。そりゃおめえ、すまあがな。例えば、下山さん

が、わし余り、下山さんじゃったらええと思ようるけど、それでも下山さんが備作大橋の向こ

う側の和気町分へおって倒れとったら、わしゃ引っ張ってでも来て積んで行っちゃらにゃおえ

んが、それが当たり前じゃろう、人情の。おめえらが相互協定できてねえ、そねえなばかなこ

とが通るか、おめえ。 

○委員（松田 勲君） まず確認してもろうて。 

○委員長（北川勝義君） そりゃおめえ、そういうふうになってねえ。まあええ。もうよろし

い。僕が言うて終わりじゃけえよろしいわ。 

 それからもう１個言うた、終活応援講座というのがこけえあるんじゃ。赤磐ふれあいアカデ

ミー、これは遠藤課長がしょうるところじゃねえんか。違うんか。 

○委員（大口浩志君） 終活。 

○委員長（北川勝義君） 違う。赤磐ふれあいアカデミー第３回講座。 

○副委員長（永徳省二君） ハッピーライフ講座。 

○委員長（北川勝義君） ハッピーライフ、創造。それは、あんたとこは関係ねえんか。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 違います。 

○委員長（北川勝義君） ふうん。まあ何でもええときはふうんというて言ようるけん。 

 わかりました。これはええなあと思うて、行っちゃりてえなあと思うたけえ言ようるだけ
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で。 

○委員（下山哲司君） しまおう。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 他になければ、これで第11回総務文教常任委員会を終わりたいと思います。 

 閉会に当たり、内田教育長のほうから。 

 何で変わったん。副市長がしょうったのに、いつも。 

○委員（松田 勲君） いや、教育長やったよ。 

○委員長（北川勝義君） いや違う、前は副市長。あ、教育長だったか。 

 内田教育長、お願いします。 

○教育長（内田惠子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、内田教育長。 

○教育長（内田惠子君） きょうは東学校給食センターを９時半集合、見学、そしてその後続

けて総務文教委員会ということで、長時間にわたり本当に熱心に御協議いただきありがとうご

ざいました。きょう出たこと、いろいろと念頭に置きながらこれから進めてまいりたいと思い

ます。お世話になりました。 

○委員長（北川勝義君） 皆さん御苦労さまでした。 

 これで、長時間にわたりましたが終わりたいと思います。 

 最後に市長、金谷議長出られて言われたことがあるけど、産業建設のほうのだけはぴちっと

しとってください。そうせなんだらなりません。それはよろしゅうお願いします。 

 御苦労さまでした。 

              午後１時32分 閉会 

 

 


